CONTAX W11 



取扱説明書 


この取扱説明書は 、 Recycled Paper を使用してしなす。 






このたびは、コンタックス N 1をお買い上げいただきありがとラございま 
す。このカメラは『作品を作るカメラ』であるコンタックスの畐本思想を 
継承しなが5、オートフ ォー カス ( AF ) /マニュアルフ ォー カス （ MF ) 
を被写体に応じて使い分け、作画意図に的確に対応できる才ートフォーカ 
スー眼レフシステムカメラです。 


さ5に次のよラな特徴ちございますので、ご使用になる前にこの取扱説明書を 
よくお読みいたださ、正しい取り扱いで末をくご愛用くださし、。 

①対角日点測距によるオート選択モード、マニュアル選択モード搭載 
霞力ールツアイス T ホレンズ性能をフルに引き出す高速シャツター搭載 

③ ピントの合う位置を自動的にず5して撮るフオーカス - A •目で機能 

④ 撮影領域をおばる多彩なアクセヴ U —群 


ストラップの取り付けかた 


①吊り環に保護皮を取 
り付けます。 


霞王角 U ングを吊り環 
に取り付けます。 


感ストラップを保護巧 
と兰角リングに通し 
て図のように取り付 
けます。 
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安全に関ずる表示について 


この取扱説明書では、このカメラをま全に使用していただくために、：欠のよラな表示 
をしています。巧容をよくお読みいただき、正しく使巧してください。 



A ま意 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場合に、製品の 
使用者等び傷害を負ラ危険および物的損害の発生び想定されることを 
示しまず。 




A 警告 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなかった場合に、製品の 
使用者等び死 t または重傷を負ラ可能性び想定されることを示しま 
ず。 




取り扱い上のご注意 

〈カメラ使用上のごま意〉 

♦ レンズやファインダー接眼部などにゴ S •ホコ U びある場合は、プ□ワーで吹き飛ばす 
か、柔らかいレンズ刷毛で軽<化い、指紋などび付いた場合はむやみに拭かず、市販の 
レンズ紙などで軽く拭いてください。またミラー面のゴ S やホコリは、レンズ刷毛で軽 
くもラ程度にしてください。 

♦本体の';ちれを落とすときは、柔らかな巧などで拭いてください。ベンジンやシンナーな 
どの有機溶剤は本体破損の原因になりますので、絶対に使巧しないでください。 


•海岸やほこりのをい所での撮影後は、カメラをよく清掃してください。 
潮風は金属を腐食し電子回路の断線、ショートの原因となり、発煙•発 
火を起こすことをありまず。また砂ぼこりは内部機構の作動不良を起こ 
します。 

•寒い所から急に隱かい室内に持ち込むと、レンズびくもることびありま 
す。しばらくするとくわりは消えますび、繰り返し行ラとレンズやボデ 
ィ内部に水滴び生じます。水滴は電子回路の断線、ショートの原因とな 
り、発煙-発火を起こすことをあります。急激な温度変化はでさるだけ 
避けてください。 

♦ カメラは精密な電子機器でず。電子回路の断線による発煙-発火や機構 
の破損の原因となる落下や衝撃は避けてください。 

•海外旅行や結婚式など大切な撮影のとをは、前ちって作動の確認、また 
はテスト撮影をしてから使用してください。また、予備の電池を携行し 
てぐださい。 
















♦カメラや電池び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたとを 
は、速やかに電池を取り出してください。火がや火傷の原因となります。 
(電池を取り出ず際、火傷には十分ご注意ください。） 

♦カメラを分解、改造しないでください。高電圧びかかり感電ずる恐れび 
ありまず。 

♦スト□ボ撮該時、スト□ボを人の目（とくに乳幼児）に近づけて撮該し 
ないでください。目の近くでスト□ボを発光すると視力障害を起こず危 
険性びあります。 

♦カメラで、太陽や強い光源を直接見ないでください。視力障害を起こす 
危険性びあります。 

♦移動しなびらの撮該はおやめください。特にファインターを號をなびら 
移動ずると事故の原因になりまず。 

♦ 撮該時は被写体に気をとられすざずに、周囲の状況にを十分注意をはら 
つて < ださし、 


〈シャッター幕について〉 

シャッター幕は非常に薄い材質ででさています。絶対に指で突いたり輔れたり拭いた 
りしないでください。フィルム交換の際はフィルム先端びシャッター幕に触れないよ 
ラご注意ください。またブ□ワーで吹く隙は強く吹かないでください。強く吹くと変 
形や破損の恐れびあります。ボンべタイプのブ□ワーは絶対に使わないでください。 


〈マイク□コンピューターの保護回路について> 

このカメラは外部の強力な静電気に対して、巧部のマイク□コンピューターを保護ず 
るための安全回路を内蔵していまず。この安全回路の働さにより、極めてまれにカメ 
ラび作動しなくなることびあります。このような場合は、インスイッチを OFF にし、 
一旦電池を取り出して、ちラー度入れ直してからご使用ください。 


〈ホ外線フィルム撮影について〉 

このカメラの特性上、ホが線フィルムは使用で定ませんのでご注意ください。 












〈カメラの保管について〉 

♦暑い場所（夏の海辺、直射日光下の車内など）に長時間置いておくと、フィルムや電池 
の性能を低下させ、カメラにも悪影響を及ぼしますので放置しないでください。 
♦カメラを長期間使わないときは電池を取り出しておいてください。電池の液漏れなどに 
よる事故を防ざまず。 


A ミち意 


♦カメラは湿気やほこりのある場所や防虫剤のあるタンス、実験室のよラ 
に囊品を扳ラ所を避け、風通しのよい所に保管してください。電子回路 
の断線、ショートの原因となり、発煙-発乂を起こすことわあります。 


〈電池取り扱い上のごま意〉 

♦電池は一般に、低温になるにしたびって一時的に性能び低下します。寒冷地での使巧の 
前後は力六ラを防寒具やを服の内側に入れるなどして保温してください。なお低温のた 
めに性能の低下した電池は、常湿に戻ると回復します。 

♦電池の+—極び汗や油などでミちれていると、接触不良をおこず原因になります。乾巧で 
よく拭いてから使巧してください。 

♦長期の旅行などには、予備の新しい電池を巧意してください。 

♦電池の+—を間違えて入れると力方ラは作動しません。 


A ミち意 


•金属製のピンセツトのよラな導電性のあるをので電極に触れないでくだ 
さい。電池の消耗を早めるだけでなく、ショートして危険です。 


♦次のよラなことは絶対にしないでください。電池び破裂し火災、けびや 
周囲をミち損する原因となりまず。 

①このカメラで指定されている電池政饼は、使巧しないでください。 

③電池を火の中に入れたり、充電ショート、分解、加熱は絶対にしな 
いで < ださい。 

③新しい電池と使巧した電池、違ラ一カーやイ也の種類の電池を混ぜ 
て使わないで < ださい。 

02 CR 5 (已 VU チウム電池）は充電禁止です。絶対に充電しないでく 
ださい。 

•電池を廃棄する場合は、接点にテープを貼るなど絶縁してください。廃 
棄體他の金属と接触すると、破裂、発火の原因となりまず。 

• 電池は幼巧の手の届かない所に置いてください。万一電池を飲み込んだ 
場合、電池び壊れて電池の液で胃、腸などび損傷ずる恐れびありますの 
で、直ちに医師と相談してください。 
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各部のち抑 


露出補正ダイヤル （P 已の 

視度調整ダイヤル （P17) - 

露出補正ダイヤル □ックー 
辭除ボタン （P 己の 

露出の A.B.C レバー (P 日 2) — 

ドライブボタン （P2 己）—— 

表示パネル （P10) - 


ライトボタン （P] 2)—— 



吊り環（ドの 

メイン 
スイッチ （P18) 

ソヤツタ- 

ボタン （P19) 

電池室- 
着脱ノブ (P] 4) 


アクセヴ U- シユ ー(P 日 3) 

専用スト□ボ接点 （P 已 3) 

ー ダイレクトX接点 （P72) 

シャツターダイヤル （P4 日） 

シャッターダイヤル 
□ック解除ボタン （74) 


露出 モードレバー 
(P24, 4已. 78) 


レンズ 
指標 （P1 日） 

測光レバー 
(P41) 


レンズ取りがし 
ボタン （P1 日） 


セルフタイマー LED (P 已日）- 
] マンドダイヤル (P24, 巧, 74) - 
露出チェックボタン （P 12)- 


スク U- ン交換つめ （P 日 4) 
—マウント （P1 日） 
—— 絞0込みボタン (P 已 0) 
- AF 補助光 （P31) 
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•マニュアル選択レバー ( P 30) 




アイカップ （ P 17) 

ファインダー接眼部 （P11) 

アイピース 
シャッター CP 己 9) 

露出モード□ック 
解除ボタン 
(P24. 4已. 78) 


フィルム確認窓 


開放ノブ （P20) 

裏ぶた （P61) 

シンク□ターミナル （P72) - 
ケースレスイッチソケット CP91) 



-オート選択レバー (P29) 
フオー カスダイヤル （P31) 
フオー カスボタン （P37) 


電池室 （P14) 

巻さ戻しロック辭除 
ボタン （P23) 


——=脚ねじ巧 
巻き戻しレバー (P23) 
外部電源ソケット （P89) 


シャツター幕 (P20)- I I -液晶ビューファー巧接点 （P8 己） 
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表示/ くネルおよびフアインダー巧表示 


く表示パネル〉 


フィルムカウンター ( P 2 1 ) -- 

セルフタイマー時間 CP 已日） - 

露出の冉 . B . C 、 フォーカス- A . 巨 -C 
撮影順序 （ P 38, 已 2) 

多重露出設定枚数 （ P 已 7) - - 

多重露出残り枚数 （ P 已 7) - 

バルブ時間 （ P 4 日）- 

フィルム装着状況 - 

•フィルム無し （ P 21) 

•空をり失敗 （ P 21) 

•空送り正常 （ P 21) 

•巻き上げ(加算表示） 

•撮影フィルム終了 （ P 23) 

•巻を戻し（減算表示） 

•巻を戻し完了 （ P 23) __ 


ドライブモード ( P 2 己） 

セルフタイマーモード （ P 已 9) 
(1 曰秒、2秒） 

•1 コマ撮該モード （ P 2 己） 
•連続撮影モード （ P 2 己） 


電池容量 （ P 1 己） 


多重露出- 

モ ー K ( P 巳 7) 


フオーカス- 


フレーム選択表示 
■オート選択 
モ ー K ( P 29) 
.マニュアル選択 
モ ー K ( P 30) 


88鑛綺 


_>的巧ぶ 






•絞り値 （ P 12. 44) 


— シャツタースピード （ P 4 己） 


露出補正値 （ P 74) 
• l / SEV 表示 
•1/2 EV 表示 


'フィルム感度 （ P 24) 

•DX :自動設定時 （ P 22) 
• IS 日：手動設定時 （ P 24) 

— カスタム 


フアンクシヨン （ P 76) 
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(表示内容は次の通りです。この図は説明のために全情報を表示したをので実際の 
表示とは異なります。） 


〈フアインダー内表巧〉 

スポット測光範囲（画面中央部約 03mm)(P42) 


フオーカスフレーム （P2 白） 一 
•才ート選択モード （P3 日） 
•マニュアル選択モード （P30) 



〔] 


〔〕 

[〕 



スト□ボマーク （P63) — I 广 フオーカス表示 (P31.37) 露出補正 （P 己 0) —I 


測光モード （P42) — I 
•評価測光 
•中央重点平均測光 
•スポット測光 

AE □ック CP 已已） 一 


露出の A B，C • 
モ ーK(P 己 2) 


フオーカス -A •日’巳 一 I 
モ ー K ( P 38) 


‘〇"点な：合焦 
•ド’点む：後ピン 
•<r 点む：前ピン 
‘[><]" 点滅：合焦不能 


露出 メーター （P41) 

一 露出補正値 （P 巳 0) 

• 1 /3EV 表示 
• 1 /2EV 表示 

一 測光差 (P41) 


絞り値 （P 12, 44)」 

—フイルムカウンター (P21) 




-シャッター 
スピー ド （P4 己） 


セルフタイマー時間 （P 已 9) 

—露出の A •巨 • C、 フォーカス -A ■ B ■ C 
撮影順序 （P 已2, 38) 

一を重露出設定枚数 （P 已 7) 

一を重露出残り枚数 （P 已 7) 

ー フィルム装着状況 （P21) 


マニュアル露出 （P48) 
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ファインダー巧表示は、ピント合わせ状況、絞り、シャッタースピード、など 
の表示の他に、露出メーターやフィルムカウンターなどび表示される、情報集 
中ファインダーです。 

ファインダー内表示は、次の操作をしたときに表示され、1目秒間表示したあ 
と自動的に消える省電設計になっています。 

①メインスイッチを日 N したとき。 

霞メインスイッチ日 N の状態で、露出チェックボタンを押したときおよび、シ 
ャッ ターボタン半押しで表示されます。 

また表示中にダイヤル等を切0誓えたときは、表示はさ5に]色秒間延長さ 
れます。 

♦表示時間（パワーホールド時間）を変更することびできます。 (P76) 

♦ :欠の場合はファインダー内表示が消丹します。 

"撮影中"、"撮影フィルム終了"、"巻き戻し中"、"巻さ戻し完了"、"まとめ写し込み中"、 
"空送り失敗"、"電油容量無し"、 

"露出モードレバーを侶0または CF に設定しているとき" 

〈表示パネルの照明〉 


表示パネルには照明機能び付いていま 
す。 " UGHT " ボタンを巧すたびに照明 
はっいたり消えたりします。暗い場所で 
の撮影などで表示パネ>1レび見えにくいと 
さなどにご利用 < ださい。 

•表示パネルび照明されている間に他のダイヤル 
やボタンを操作すると照日月時間は延長されます。 
撮影開始と同時に表示;風做照日月は消えます。 

くズーミングによる絞り値表示の変化にっいて〉 

このカメラは、ズーミングによってレンズの絞り値（明るさ）び変化するレンズ（つをご使 
用の堤合、表おパネルおよびファインダー内の絞り値表示は、絞り U ングの設定値ではな 
くズー S ングによる実絞り値を表おします。単体露出計や沉用のが部スト□ボ使用時、レ 
ンズの絞り値をセツトずる必要があるとをは、カメラの表示パネルおよびファインダー内 
に表示されている実絞り値をお使いください。 

* バリオソナ ー T * 24-扫已 mm F 3 .己〜4.已 （ N マウント）。バ U オソナ ー T * 70-30 日 mm F 4.0〜己 .6 
( N マウント）など。 
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ここでは、撮 f ミに入る前にあ5かじめ準備しておくことと、このカメラの操作 
の基本について説明します。初めてのではここか5順番にお読み<ださし、。 
カメラの取0扱いの基礎知識をお持ちで、ずぐに撮影を始めたい方は、 P 26 の 
『簡単な撮影方法』をご覧ください。 
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. 電池の入れかたと容量お認 



③ 0/ 

@{1 
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〈電池の入れかた> 

；><インスイッチを日 FF にしてから行つ 
て < ださし、。 


1 電池室着脱ノブを起こし矢印方向に 
止まるまで回しまず。 


2 中央部を}甲しなが6矢印ち巧にスラ 
イドさせ、電池室を巧り外しまず。 


3 6 ViJ チウム電池 (2CR 已)を正しく 
電池室にはめ込みまず。 


4 電池室の端面をボディ測の端面マー 
クに合わせてのせ、矢印方向にス 
ライドさせて巧し込みまず。 







5 電池室着脱ノブを時計回りに回して 
固定しまず。 


♦ 着脱ノブは倒して元の位置に収納してくだ 
さい。 

♦表示パネルに "4^" 電池マークび表示 
されまず。 

♦新しい電池でわ、連続撮影中および低温で 
の撮影において一時的に電圧び低下し、 
"亡 3" び点なずることびあります。こ 
のよラなとをには、メインスイッチの 
"OFF トー ON" を2〜3回くり返してく 
ださい。この操作でび点なすれ 
ば電池容量は十分あります。 


〈電池の容量確認〉 

電池マークの意味は;欠の通りです。^インスイッチを ON にして確認してくださし、。 


メインスイッチ 

ON 時の表示 

表示の意味 

■ i»ii 

電池の容量は十分です。 

し 4 

新しい電池を巧意して < ださい。 

\ 1 / 


一日 M \~ (点滅） 

/ い 

新しい電池と交換してください。 

\ 1 / 


— ん 1 — (点滅） 

/ 1 \ 

力六ラは作動しません。 
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2. レンズの取り付けかたと取り外しかた 




レンズ取り外しボタン 


〈取り付けかた〉 

1 カメラのポディキャップとレンズの 
後キャップをがしまず。 

2 レンズのマウント指標をカメラのレ 
ンズ指標に合わせてはめ込み、時 
計ち向に"カチッ"と音がして止まる 
まで回して取り付けまず。 

• レンズはコンタックス N マウントレンズを 
ご使用ください。 

♦マウントアタプター N 冉 M-1 を併用する 
と、コンタックス64己システムのレンズ 
び使用できまず。 （P92) 


〈取りがしかた〉 

レンズ取りがしボタンを巧しなが5レ 
ンズを反時計方向に止まるまで回し、 
前对〔引き出してがしまず。 

•レンズ着脱の際、レンズ面やボディ内部に 
触れないでください。 

•フィルムび入っている状態でレンズを着脱 
ずるとをは、直射日光を避けてください。 
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3. 巧度調整のしかた 


〈視度調藝〉 



このカメラには視度調碧機構が内蔵さ 
れていまず。視度調整ダイヤルを回し 
て、ファインダー巧 フォー カスフ レー 
ムがはっきり見える ように調整して く 
だをい。 

調整範囲は一3.日 D 〜十1.日 D (ディ 
オプター）でず。 


♦ カメラの視度調整機構の範囲内で視度調整 
びできない場合は、別売りの視度補正レン 
ズ FM タイプをご利用 < ださい。 


〈視度補正レンズの取り付け〉 

接眼リング 




視度調整範囲は次のよラにな0ます。 


視度補正レンズ 

調整節囲 

無し 

— 3.0D 〜+ ] 

FM-3 

— 6.0D 〜一 2.0D 

FM + 2 

—1〜+ 3.0 D 


〈視度補正レンズの取り付けかた〉 

力^ラの接眼 U ングをがして視度補正 
レンズをねじ込みます。 
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4. メインスイツチにごし、て 



メインスイッチは電源の OFF 、 ON お 
よび AEL ( AE □ック）の切り替えを 
行いまず。 

•誤作動を防ぐため、メインスイッチはク IJ 
ックの位置に止めてご使巧ください。 

OFF :赤 マークが 見えないとさ 
カメラの電源び切れ、日 FF の状態にな 
つています。 

ON : 

カメラの電源び入0ます。 

AEL : 

逆光での撮影や、動く被写体を一定の 
露出で連続撮影するなど、露出を固定 
( AEn ック）したいときに使います。 
儲しくは P 巳己参照） 
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已.シャツターボタンについて 


シャッターボタンの操作は2段階になつ 
ていまず。 

シャッターボタンを半巧しずると、ファ 
インタ’一巧表示が点灯し、才ートフオー 
カスや測光機能が作動しまず。 さ5にシ 
ャッターボタンを押し込む（全巧し）と 
シャッターが切れ撮影び巧ねれまず。 

♦フィルムを入れる前に、実際にシャッターボタンを巧して、半押しの感覚をつかんでく 
ださい。 

♦シャッターボタンは力分ラぶれ防止のためにも、指の腹で静かに巧してください。 



巨.カメラの構えかた 



ピントが合った美しい写真を撮るためには、カメラをしっかり構えることが大 
切でず。ピントが悪い写真のを<はカメラぶれび原因でず。 

カメラは横位置の他、状況によ0縦位置で構えますび、いずれち自分にあった 
娑勢を研究してください。建物や木立などを利用して身体や力^ラを支えるこ 
とち効果的な方法です。 

♦ 暗い所の撮影などでシャッタースピードび遅くなるとさは、カメラぶれ防止のため=脚 
をご使巧ください。 
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. フイルムの入れかた 



1 裏ぶた開放ノブを起こし、矢印ち向 
に回して裏ぶたを開けまず。 

開けた樓、畫ぶた開放ノブは、元の位 
置に収納しておいてください。 

•フイルムを入れるとさは、力;^ラの内側に 
入っている『保護シート』を必ず取りはず 
して < ださい。 

♦ DX 接点やデータバック用接点は、むやみ 
に軸れたり、巧したりしないよラに注意し 
てください。 

♦フィルムの出し入れは、直射日光を避けて 
<ださい。 


図のように、フイルムを斜めにして 
入れまず。 


シャッター幕について 

シャッター幕は精密部品ですので絶对に指で軸れたりフィルムの先端でついたりしな 
いでください。特にフィルムの先端びシャッター幕の上にある状態では、絶対にシヤ 
ッターを切らないで < ださい。 
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③ 





A フイルムの巧端をオレンジ色の 
マークの位置まで引き出し、そのま 
まスプールの上にのせまず。 


このとを図のようにフイルムび浮き上 
びらないよラにしてくださし、。 

〇 X 

♦フイルムの先び長く出ている場合はそのま 
ま入れず、パト□ーネに巻さ戻して長さを 
調節してください。 


4 裏ぶたを確実に閱め、メインスイツ 
チを ON にしてシャツターボタンを 
巧しまず。 

フィルムび自動的に1コマ目まで空送 
0され、フィルムカウンターは"日 1" 
になります。 

♦フィルムカウンターび "00" のままで点 
滅している場合は、フィルムび正しく送ら 
れていません。裏ぶたを開け、ちラー度入 
れ直してください。 


21 












































〈フィルム感度の自動設定 > 

表示パネルに " DX " び表示されている 
ときは、カメラが DX コードを読み取 
りフィルム感度を自動セツトしまず。 

自動セツトされるフィルム感度の範囲 
は IS 02 已〜已000です。 


• DX コードのないフイルムを入れると、 
IS 0100 に自動セットされまず。 

♦表示パネルに " DX " び表示されていない 
とさは、必ずフイルム感度を手動でセット 
してください。 （ P 24 参照） 


〈フィルム感度の確認〉 




4 ^， 


DX 0—0 つ 


<UU 




フイルム感度 


〈フィルム感度の確認> 

カメラにセツトされているフイルムの 
感度を確認ずるには、露出モードレバ 
一を " ISO " にしまず。 

表示パネルに " DX またはに日"とセツ 
卜 されているフイルム感度び表示され 
ます。 


•フィルムに記載されている感度とは異なる 
感度をセットするときは、 P 24 の"フィ 
ルム感度の手動設定"をお読み < ださい。 
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8. フイルムの取り出しかた 



フィルムを全部写し終えると、きさ上 
げび止ま0フィルムカウンターの上が、 
下ネ行び交互に点滅します。 

1 メインスイッチ ON の状態で、卷き 
房し□ック解除ボタンを巧しなが 
5、卷さ戻しレバーを矢印の方向に回 
してくだをい。フィルムの卷さ戻しが 
始まりまず。 

巻さ戻し中はフィルムカウンターび減 
算表示し、巻き戻しび終了するとモー 
夕一び停止しフィルムカウンターび 
"日日"で点滅しまず。 

2 モーターが 停止し、フィルムカウン 
夕一が "00" で点滅していること 
を確認してか5、裏ぶたを開けてフイ 
ルムを取り出してくだをい。 


♦フィルムの取り出しは直射日光を避けてく 
ださい。 

♦フィルム巻を戻し時、フィルムの先端をパ 
卜□ーネのがに残すことびでをます。 

(P76 カスタム機能一覧表参照） 

♦巻を戻し後は、必ずフィルムを取り出して 
ください。巻き戻し後は、一度裏ぶたを開 
けるまでカメラは作動しません。 

♦取り出したフィルムは早めに現徹に出しま 
しよラ。 

♦規定枚数し iLL 撮影すると、最後のコマは現 
憬処理段階でカットされることびありま 
ず。 

♦撮影の途中でフィルムを巻き戻すとをも 
1、2の順で行ってください。 
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. フイルム感度の手動設定 


DX コードのないフイルムのフイルム感度のセツトや、 DX 表示と異なる感度に 
設定する場含は次のよラにします。 

♦設定できるフイルム感度の範囲は侶0巨〜日400です。 

♦任意の感度にセツトすると、 DX コード付フィルム使巧時も手動セツトした値になります。 



1 露出モード□ツク解除ボタンを押し 
なが5露出モードレバーを"旧 0" 
にセツトしまず。 

表示パネルに " DX " または "IS 日"と 
"フィルム感度"び表示されます。 


2 コマンドダイヤルを動かして、フィ 
ルム感度を、 "DX" または合わせ 
たい感度値にしまず。 

DX" —•■巨^~►扫 •* —•-10-*—•■- ■* —•■已000 ■* — 
6400一 0X^6 (繰0返し） 


3 露出 モー ドレ バーを 露出 モー ドに戻 
してください。これでセット完了 
でず。 


表示は通常表示に戻ります。 


•セットしたフイルム感度は、次にセットし 
直ずまで記憶されています。 

♦露出モードレバーび "ISO"、 " CF " のと 
さは撮影でさません。 
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10. ドライブモードの切り替えかた 


撮影目的に応じて、次のドライブモードを選ぶことができます。 

〈"S" ……1コマ撮影〉 

力^ラのシャッターボタンを押すごとに1コマ分撮影され、次のきき上げび行 
われて停止します。 

〈"C" ……連続撮影> 

カメラのシャッターボタンを押している間、最高約3.日コマ/秒の連続撮影び 
でをます。（撮影コマ速度は、シャッタースピードやフィルム感度、データバ 
ックの写し込み有0/無し、使用する電池の状態などによ0変化します。） 

ぐ‘&10" "& 2" ……セルフタイマー撮影〉 

セルフタイマー撮影になります。詳しくは P 已目をご覧くださし、。 


口な f ミ* 鬥 



コ7ンド 
ダイヤル 




1 ドライブボタンを巧ずとドライブ設 
定モードになりまず。 

表示パネルに全ドライブモードび表示 
され現在選択されているドライブモー 
ドび点滅しまず。 


2 コマンドダイヤルを動かして希望の 
ドライブモードを点滅させまず。 

コマンドダイヤルを動かすとドライブ 
モードび次のよラに切0誓わ0ます。 

" S 。 一" C " 一。が。一 "む 0" 


3 ドライブボタンを f 甲ずとドライブモ 
ードが確定し、表示パネルは通常の 
表示に戻りまず。 
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簡単な撮影方法 

<プログラムオートを利用した撮影> 


プ□グラムオートを利用して簡単な撮影をしてみましよう。プ□グラムオート 
は被写体の明るさに応じて、撮影時のシャッタースピードと絞り値の組みをわ 
せ（震出値）を力^ラび自動的にセットします。初他て力方ラをお使いになる 
ちや、露出設定を気にせず気軽に撮影したい方におすすめします。 
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あ5かじめ、^インスイッチを " ON " 
にして各モードを次のようにセットし 
ます。 


1 露出補正ダイヤルを" 0" にセット 
しまず。 


2 露出の A •巨 ‘ C レバーを" 0" にセ 
ットしまず。 


3 フォーカスダイヤルを " SAF " に 
しまず。 


4 


ドライブモードを" S " 
影）にセツトしまず。 


(1 コマ撮 


•セツトち法は P2 己をご覧くださし、。 























(7) 露出モードレバー 





5 オー ト選択レバーを矢印方向に数回 
動かして表示パネルのフオーカスフ 
レーム選択表示を"國"にし、レバ 
—を上に動かして□ックしまず。 


B 測光モードを"苗"（評価測光) 
にしまず。 


7 露出モード□ック解除ボタンを巧し 
なが 5 露出モードレパーを回して 
" P " にセツトしまず。 


8 ファインダー巧のフォーカスフレー 
ムを被写体に向けてシャッターボタ 
ンを半巧ししまず。（フ オーカ スフレー 
ムは 曰個の内どれでち構いません。） 


9 ピント合わせが巧われ、被写体にピ 
ントが合ラと、ピント合わせを巧つ 
た フォー カ スフレー ムが一瞬赤く光り、 
"〇"(含焦マーク）が点巧しまず。 


in シャツターポタン半押しのまま 
III 構図を巧め、シャツターボタン 
をを 5 に巧し込んで撮影しまず。 
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ピント合わせ 


このカゾラのピント合わせは、カメラび自動的に巧ラオートフォーカス （AF) 
と手動で行ラマニュアルフォーカス （MF) びあ日ます。 

AF には、静止している被写体の撮影など一般的な撮影に便利な "SAF " (シン 
グル AF) と、動をのある被写体を連続的に追ラ場含に便利な "CAF " (コンテ 
ィニ ュアス AF) びあ0ます。 

また AF 時のピント含わせ範囲（フォーカス範囲）は、一般的な撮影に便利な、 
ある範囲の中でピント含わせを巧ラ"オート選択モード"と、選択されたポイ 
ントで的確にピントを合わせる"マニュアル選択モード"びあります。 

さ日に、次のよラな機能ち搭載していますので、撮影意図に合わせてごま用く 
ださい。 


① "SAF" 時のフオーカス□ック状態か日レンズの距離 U ングを手で回すと、 
自動的にマニュアルフオーカスに切り誓わる『デュアルフオーカスメカニズ 
ム』 (P32) 

霞 "MF" 時にフオーカスボタンを押すと、押している間才ートフオーカスに 
よるピント合わせを行う『ワンショット•才ートフオーカス』機能。 (P37) 


1. フォーカスフレームの選択 



このカメラは画面中央のフォーカスフ 
レームと、対角線上に配置された4つ 
のフオーカスフレームを持っています。 
フォーカスフレームの選びかたは、被 
写体の位置に応じて複数のフォーカス 
フレームのラち、カメラび適切なフォ 
一カスフレームを自動選択する"オー 
卜選択モード"と任意の1力所を選択 
する"マニュアル選択モード"びあ0 
ます。 

オート選択モードには、曰つのフオー 
カスフ レームか 5 適切な 1 力所を選ぶ 
方法と、上下•左ちの隣りをラ2力所の 
フォーカスフレームか5適切な]力所 
を選ぶ方法びあります。またオート選 
択モードを切り替える操作をしたとき、 
選択したフオーカスフレームび一瞬ホ 
く照明されます。 


〈オート選択モード〉 

オート選択レバーを矢印方向に動かす 
毎に、自動選択するフォーカスフレー 
ムび図のよラに切り誓わります。 

♦ マニュアルフオーカス時は設定でさません。 
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I~^ 
I__llJ 


スナップ撮影や旅行のときなどの、一般的な撮影に適します。己つ 
のフオーカスフレームの 中か 5、 カメラび自動的に適切な フレーム 
を選びます。 

画面の端を等距離の被写体び占めている構図に適しています。選択 
した 2 つのフ オーカ スフレームのラち、撮影距離の近い方を選択し 
てピント合わせをします。 


〈マニュアル選巧モード〉 



フォーカスフレーム 

(曰力所の内]力所を選択) 



〈選択したフレームの□ック〉 




□ック 


オート選択レバー 


〈マニュアル選択モード〉 

マニュアル選択レノ く一で任意のフオー 
カスフレームを選択します。対角線上 
のフオーカスフレームへは、その方向 
ヘレバーを倒します。中央のフオーカ 
スフレームを選ぶとさは、レバーをプ 
ッシュします。選択したポイントで的 
確にピント含わせを行いたいとさに適 
します。 


〈選択したフレームの □ ック〉 

選択したフレームび不用意に動かない 
よラに□ックすることびでをます。 
才ート選択レバーを " LOCK " の位置 
に含わせてください。 


表示パネル馈示例） 

~I I~ ri 



オート選択 マニュアル選択 
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. 才ートフォーカスによるピント合わせ 


フ オー カスダイヤルび "SAF"、"CAF" のときシャッターボタン半押しで才一 
トフ オー カスが作動します。 シャッターボタンの半巧し時に選択されているフ 
オーカスフレームび一瞬ホく照明されます。また測距の懐、ピントを含わせた 
フレームび一瞬赤く照明されます。 



フオーカスダイヤル 
® マニュアル選択レバー 



1 フォーカスダイヤルを、 " SAF " シ 
ングルオートフォーカス）または 
" CAF " (コンティニュアス•才ートフ 
才ーカス）にセツトしまず。 

2 フォーカスフレー ムを選びまず。 

オー ト選択レバーまたはマニュアル 
選択レバーでフォーカスフレームを選 
び□ツク（固定）します。 

3 ピントを合わせたい被写体に、選ん 
だ フォー カ スフレー ムを向け、シャ 
ツターポタンを半巧ししまず。 

自動的にピント合わせび行われ、ピン 
卜び合ラとファインダー内の含焦マー 
ク"〇"び点灯しまず。 

4 そのままシャツターボタンを f 甲し这 
んで撮影してください。 

AF 補助光に ついて： 被写体び暗いとを 
やコントラストび低くピントび合わせに 
くい場合は、自動的に AF 補助光を被写 
体に照射して冉 F の精度を高める機構に 
なっています。このと去の照射部は画面 
の中央になります。 

AF 補助光の有効距離は約己 m です。 


31 
















ぐ‘ SAF " シングルオートフォーカス〉 

静止している被写体の撮影など一般的な撮影の場合におずずめしまず。 

シャッターボタン半押しでピント含わせを行い、一度ピントび合ラとその位置 
でピントを固定（フオーカス□ック）します。 


♦ ピントび合ラとシャッターび切れ、ピントび合わないとシャッターび切れません。 
♦ピント合わせびできないとを0 <" 点滅）は、等距離にある別の被写体でフォーカ 
ス□ックして撮影してください。 （ P 34) 

♦"[><]" 点滅中でも、シャッターチャンス優先で撮影したいときは、フォーカスボタン 
を巧しなびらシャッターボタンを巧してください。シャッターを切ることびでをます。 
♦ ドライブモードび" C " (連続撮影）のときは、最初の写真でピントび固定し、そのピン 
卜位置での連続撮影になります。 


〈デュアルフオーカスメカニズム〉 

フオー カスモードび " SAF " のとき、含焦マーク"〇"び点口中に手でレ 
ンズの距離 U ングを回すと、自動的にマニュアル フオー カスに切0誓わり、 
ピントの微調整をずることびでさます。 


〈" CAF " コンテイニユアス•オートフォーカス〉 

動きのある被写体を連続的に追ラ場合におずずめしまず。 

シャッターボタンを半巧ししている間、連続してピントを含わせ続けます。ピ 
ントびをっていることを確認して撮影してください。 

♦連続撮影" C " では]コマごとにピントを合わせ続けなびらの連続撮影になります。 

• *><]" び点滅し、ピント合わせびできないときでちシャッターボタンを巧すとシャッ 
ターび切れます。 

♦被写体の動をや変化により、ピント合わせび連続撮該に追従でさない場合びあります。 
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〈フオーカスモードとドライブモードの関係〉 


\ フォー カス 
\ モ-ド 
ドライへ 
モ-ド \ 

"SAF" 

(シングル•オート 
フオーカス） 

"CAF" 

(コンテイニユアス- 
才ートフ ォー カス） 

(マニュアル 
フォーカス） 

"S" 

1コマ撮影 

シャッターボタン 
半押しでピント含 
わせを行い、一度 
ピントび合ラとそ 
の位置でピントを 
固定（フオーカス 
n ック）します。 

♦ ピントび合わない 
と、シャッターび 
切れません。 

シャ ツ ターボタン 
半巧ししている 
間、連続してピン 
卜を合わせ続けま 
す。 

• ピント合わせびで 
さ■な < てをシャツ 
ターを切ることび 
でをまず。 

手でレンズの距離 

IJ ングを回してピ 
ント合わせを巧い 
ます。 

"C" 

連続撮影 

ピント合わせは1 
コマ撮霞と同じ。 
連続撮彰時は最初 
のコマ（写真）でピ 
ントを固定しての 
撮養》にな0ます。 

ピント含わせは1 
コマ撮影と同じ。 
連続撮影時は、] 
コマごとにピント 
を含わせ直しま 
す。 

ピント合わせは] 
コマ撮影と同じ。 
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くフ オー カス □ッ ク〉 

オートフ オー カスのとき、構図によってピントを含わせたい被写体びフ オーカ 
スフレームか日はずれる場合には、次のようにしてピントを固定（フ オー カス 
□ック）して撮影します。 



❖ " SAF " シングルオートフォーカスのとさ 

1 ピントを合わせたい被写体にフォーカスフレームを向け、シャッターボタ 
ンを半押ししまず。 

ピント合わせび行われ、ピントび合ラとファインダー内を焦マーク"〇"び点 
灯し、その位置で フオー カス □ック されます。 


2 シャッターボタンを半押ししたまま写したい構図にカメラを戻し、さ6に 
シャッターボタンを押し込んで撮影しまず。 

♦シャッターボタンを半押ししている間はピントは□ックされていまずので、カメラの向 
をを変えてをピントは変わりません。 

♦フオーカス□ックは、シャッターボタンから指を離すと解除されます。 
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❖ " CAF " コンテイニユアス•オートフオーカスのとを 


1 ピントを合わせたい被写体にフォーカスフレームを向け、シャツターボタ 
ンを半巧ししまず。 

シャッターボタンを半巧ししている間、連続してピントを含わせ続けます。 


2 ファインダー内合焦マークが点口していることを確認して、フオーカスボ 
タンを f 甲してぐださい。 

フオー カスボタンを巧した所で フオー カス □ック します。 



3 フォーカスボタンを f 甲したまま写したい構図にカメラを戻し、さ5にシャ 
ッターボタンを巧し込んで撮影しまず。 

♦フオーカスボタンを押している間、ピントは□ックされています。 


〈オートフ ォー カスの苦手な被写体〉 

才ートフォーカス機能を使っても、なのよラな被写体はピント合わせび難しい 
ので、 "0 づ"合焦不能マークび点滅することがあ0ます。このようなときは、 
フォーカス□ックを利用して、等距離にある別の被写体に一度ピントを含わせ 
てか5撮影を行ラか、マニュアルフォーカスでピント合わせを行ってください。 

①非常に明るいか非常に暗い被写体。 

霞被写体のコントラストび極度においとき。 

感 フォー カスフレーム部やその周辺に太陽光などの強い光源びあるとを。 

® フォーカスフレーム巧に極度に距離の違ラ2つ_1ソ上の被写体び共存するとき。 
⑤繰り返しパターンび続<被写体。 

愈 ND フィルターや偏光フィルターなどにより、被写体か5の光量び極端に少 
なくなった場含。 
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アルフォーカスによるピント合わせ 




〈ピントの合わせ方〉 

フォーカスダイヤルを " M " にセット 
しまず。 

ピント合わせは、手動でレンズの距離 
リングを回して巧いまず。 

このカメラはフォーカシングスクリー 
ン FX-2 (全面マット）び標準装備され 
ています。 

ピントび含っているときは、マット面 
の儘びはっさりと見え、ピントび合っ 
ていないとボケます。 

♦マニュアルフォーカスモードにずると、フ 
ォーカスフレームの選択は"マニュアル選 
択モード"になります。 
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マニュアルフオーカス時、ファインダー内にはフオーカス表示び、選択されて 
いるフオーカスフレームに対する測距結果を表示します。 


点滅：被写体よりも遠方にピントが合っている（をピン) 
点灯：被写体にピントび合っている（合焦） 

点滅：被写体よりち手前にピントが合っている（前ピン) 


♦選択されているフォーカスフレームにピントび合ったとき、フレームびホく照明されま 
す。 

♦フォーカシングスク U —ンは撮影目的や用途に応じて交換することびでさます。詳しく 
は P 日3をご覧ください。 


画^ 


"び 



フオーカスボタン 


〈ワンシヨッ ト •才ー トフ ォーカス〉 

マニュアルフォーカス撮影中でを、オートフォー 
カスび使用でさます。 フォーカスボタンを押すと、 
押している間力方ラびピントを合わせを巧い、一 
度ピントび合ラとその位置でピントび固定しま 
す。 

ワン シヨ ツト•オートフ オー カスとしてご利用く 
ださい。 
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4 .ピントの位置を自動的にず6して撮る 
(フオーカス - A ， B ， C 撮誘） 


このモードを使巧ずると、1コマ目のピント位置に巧して、わずかに前ピン、 
後ピンの写真を続けて撮影ずることができまず。非常に微妙なピントを狙うと 
をにこのモードを使用してください。 

1コマ 目のピント位置は マニュアル フ ォー カスで合わせます。 1コマ 目のピン 
卜位置を基準に、2 コマ 目（前ピン）、3 コマ 目（後ピン）へのピント移動は力 
メラび自動的に巧います。フ ォー カス -A •巨 ’C 撮影を行う毎に必ず 1コマ 目の 
ピントをわせを行ってください。 

-》 A - B-C :冉 utomati 巳日 「 acketin 邑 Control 

〈ピント位置のず6し量について〉 

①ピント位置のず日し量は非常にわずかの量ですので、通常の撮影で必ずこの 
モードで効果び現れるというねけではありません。 

霞ピント位置のずらし量は、取り付けているレンズの開放絞り値での被写界深 
度分です。 

感ピントをず5したことによる画面効果は使用しているレンズや撮影距離、使 
用絞0で異なります。一般的に 

•撮影距離び遠いほど、撮影画面に現れる効果はかなくなります。 

•絞りを絞るほど撮影画面に現れる効果はかなくなりまず。 

• ピントを合わせたい部分び画面の中で占める割含び大さいと撮影画面上の効果は少な 
くなります。 

•ピントを合わせたい部分とそれしが4谓景、前景）との距離び近いと撮影画面上の効 
果はみなくなります。 

•撮影画面を大きく引を伸ばすと、ピント位置をずらした効果び分かり易くなりまず。 

■カスタム機能の変更 （ P 7 巨）で次のことびできまず。 

• ピントをずらす量を2倍にすることびできまず。 

•] コマ目のピント合わせを ‘ SAF " にすることびできます。 

• 3 コマ目を無し（後ピン無し）にずることびでをます。2コマ撮影し終わると止まり 
まず。 
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1 フ オー カスダイヤルを"ミ"にセツ 
卜ずると、フ オー カス - A ’ B’C モー 
ドに切り曾ねりまず。このときピント 
合わせはマニュアルフ オー カスにセツ 
卜されまず。 

2 ドライブモードを" C " (連続撮影） 
にセットしまず。 

♦ ドライブモードのセット方法は P 2 己をご 
覧< ださい。 

3 マニュアルフオー カスで被写体に ピ 
ントを合わせ、1コマ目のピント位 
置（薑準位置）を巧めまず。 

4シャッターボタンを巧し続けまず。 

自動的に基準位置、前ピン、後ピンの 
順で撮影し、3コマ撮影し終わると止 
ま0ます。 


♦ レンズは3 コマ 目のピント位置で停止しま 
ず。そのまま連続してフォーカス-冉•日 -C 
撮影を行ラと、3 コマ 目のピント位置を基 
準にして、なのフォーカス - A - B - C 撮影を 
行います。フォーカス-冉•日‘ C 撮影を行う 
毎に必ず] コマ 目のピント合わせを行って 
<ださい。 

♦ドライブモードを" S " にすると1コマご 
との フォー カス- A . BC 撮影になります。 
ドライブモードを"が"または阳" 
にすると、2または] 0秒後に連続撮該に 
よる フオー カス- A . 巨- C 撮影になります。 
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フオーカス -A，B’C 撮影中は撮影順序を示すため、フイルムカウンターび次の 
よラに変化します。 


例えば18コマ目から フオー カス -A •巨 ’C 撮影を巧った場合は次のようになり 
ます。 



1コ7目 

吕コ7目 

3コ7目 

ピント位置 

標 準 

前ピン 

後ピン 

カウンター 

-) 8 - 
/ い 

、1 

ザ 

ごら こ 

1、 

表 示 

左ち点滅 

左側点滅 

ち側点滅 


♦途中で中止するときは、フオーカス - A •巨 - C ダイヤルを"#"1；!列•にしてください。 

♦フオーカス-冉•日 - C 作動中にメインスイッチを " OFF " にして再度 " ON " にすると、 
フオーカス - A •日で撮影はまた]回目より順に3コマ分行われます。 

♦露出の冉 - B-C (3 コマ連続自動露出補正 P 己 2) と併用すると、1コマ目のピント位置 
に対してまず露出の A . 巨. C を行います。その乾 ]] マ 目の露出値で フオー カス- A . B - 
C を行います。 

♦フオーカス- A . 日 . C 撮影でスト□ボを使用する場合は、ドライプモードを" S "(1 コマ 
撮影）にして、スト□ボの充電を確認して撮影してください。 

♦マウントアダプターを使用して CONTAX 巨4已用のレンズを装着したときは、このモ 
ードは使巧でをません。 
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測光方式の選択 



rnrrrrrrrrn 


このカゾラには評価測光と中央重点平均測光及びスポット測光の3通0の測光 
方式びあり、測光レバーで切り誓えます。 

次ページの『測光方式の種類と特徴』をよくお読みいただき、撮影条件や撮影 
意図により使い分けると、より精度の高い効果的な写真撮影び巧えます。 




〈露出 メー ターについて> 

フアインダー巧露出メーターは、露出モードにより次の表示をしまず。 

① 才ート露出撮影 （ Tv，AVi P モード）： 

測光モードび"評価測光"時は、中央重点平均測光値との差を表示します。"中央 
重点平均測光"および"スポット測光"時は、露出補正値を表示します。 

望) マニュアル露出撮影" M" 及びスト□ボ撮影" X": 

露出設定値と設定した測光モードでの適正露出との差を表示します。 

渾 バルブ撮影： 表示されません。 
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1. 測化方式の種類と特徴 



測光感度分布図 


〈評価測光〉（坦マーク） 

評価測光は、撮影画面を図のよラに已 
分割し、それぞれの部分を独立して測 
光し得5れたデータか5被写体の条件 
に最適な麗出値を決めます。このため、 

一般的な撮影はもちろん、逆光などの 
撮影でもほとんど露出補正無しに撮影 
ずることがでさまず。 



〈中央重点平均測光〉（□マーク） 

主にファインダー画面中央部の被写体 
の明るさを重点的に、かつ周辺部の明 
るさを加巧して測光を巧い、露出値を 
決定する方式です。光の変化び激しい 
所でちよく対応しますので、 一般の撮 
影はもちろん、動きの激しいものでも 
容易に露出を ミ 夫めることがでさまず。 

〈スポット測巧〉（田マーク） 

ファインダー中央部の約ゆ 3 mm の範 
囲 （ P ] 1、図中点線部） L あたる被写 
体の明るさのみ測光して、霞出を決め 
る方式です。 

たとえば、逆光の人物や特定の部分に 
ライティングを活かした舞台撮影など、 

被写体と背景の明るさが極端に違ラ場 

合、 また画面効果を考えて、 特に被写 

体の一部分だけを測光して撮影したい 

場合などは、このスポット測光を利用 
します。 
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測光連動節囲 


□ 範囲内に色で表示してあるシャッタース 
ピードの32お)から]/8000お)は、才一 
卜露出撮影時にカメラび正常に測光を行 
ラ範囲です。 

□ 範囲内に色で示してある部分は、 

ISO 100フイルムで F1. 4レンズ使巧時 
の測光連動範囲をおします。 
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EV 値 


〈測光連動範囲〉 

表は、絞0、シャッタースピード、 EV 値の相互関係をおすわので、使用レン 
ズの測光連動範囲を表しています。たとえば中央重点平均測光時にに日10日の 
フィルムで F1.4 レンズを使用した場含、絞り表のに日1日 0の項の "1.4" と 
"1 目"（プラナ ーT ホ已日 mm の最小絞0値は F] 目です）か5斜めに延長した 
線上で垂直線 （EV 線）と水平線（シャッタースピード線）び交わる点び示す 
両端の範囲すなわち EV "日"か 5EV "21" び F1.4 レンズの使用時の測光連 
動範囲です。 

&E\/ 値とは、露出計の連動範囲を示す数値で、が光の明るさび一定のとさに、フィルム 
に同一露光効果を与える絞りとシャッター.スピードの組み合わせを示すをのです。たと 
えば、表により EV] 3では、 F16，l/30 秒でも F8，l/12 巳秒でも同じ露光効果び得ら 
れることびねか0ます。 
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撮驚目的に合わせた応用撮影 


被写体や撮影目的に合わせて、最適な撮影モードを選択することびでさます。 


1. 絞りを決めて撮る " AV " (絞 D 優巧才ート撮影) 

( Av とは Aperture value の隨で絞り量のことでず。） 


絞りをセットずると、被写体の明るをに応じてカメラが自動的にシャッタース 
ピードをセットしまず。 

作例1:絞りを開けて撮影すると、鮮日月に写る範囲 （* 被写巧深度 P60) び狭くなります。被 
写体を浮かび上びらせ、背景をぼかしたいときなどに利用します。 

作例吕：絞りを絞り込んで撮影すると鮮明に写る範囲 （* 被写巧深度 P 日日）び広くなります。 
被写体ち背景ち鮮明に写したいとさなどに利用します。 


作例1: 絞りを開けた場合 作例2: 絞りを絞り込んだ場合 

■K9H 



1 露出モード□ック解除ボタンを f 甲し 
なが6露出モードレバーを " Av " に 
セットしまず。 

2 レンズの絞りリングを回して絞りを 
セットし、撮影しまず。 

シャッターダイヤルはどの位置にセットして 
いてをかまいません。 

表示パネルとファインダー内にセットした絞 
り （*) と自動セットされたシャッタースピ 
ードび表示されます。 

キズームレンズの絞り表おは P 1 2をご覧ください。 
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2. シャツターろピードを決めて撮る "Tv" (シャツター 

優巧才—卜撮影) （ Tv とは Time value の略で時隨のことです。） 


シャッタースピードをセットずると、被写体の明るさに応じてカメラが自動的 
に絞りをセットしまず。動きのある被写体などの撮影に適しています。次の作 
例を参考に目的に含わせてシャッタースピードを調節してださい。 

作例1: 被写体の動きの瞬間を撮影したいとをは、速いシャッタースピードにセットしま 
す。 

作例吕： 水の流れ等を表現したいときは、遅いシャッタースピードにセットします。 

♦遅いシャッタースピードのとをは力;ラぶれ防止のため、兰脚をご使用くだ 
さい。 




1 露出モード□ック解除ボタンを巧し 
なが5露出モードレバーを " Tv " 
にセットしまず。 

2 シャッターダイヤルを回してシャッ 
夕ースピードをセットし、撮影しま 
ず。 

絞り目盛0はどの位置にセットしてい 
てちかまいません。 

表示パネルとファインダー巧にセット 
したシヤッ タースピー ドと自動セット 
された絞0び表示されます。 
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. プ□グラムオートで撮る" P " (プ□グラムオート撮露) 


あ5かじめプ□グラムされている絞りとシャッタースピードの組み合わせの中 
か!5、被写体の明るさに適した組み合わせをカメラが自動的に選びまず。露出 
を気にせず、気楽に撮影ずるときに硬利でず。 



1 露出モード□ック解除ボタンを f 甲し 
なが5露出 モー ドレ パーを " P " 
にセットしまず。 

f | 撮影しまず。 

自動セットされたされた絞りとシャッ 
タースピードび表示ノ f ネルとフアイン 
ダーに表示されます。 

絞り目盛0とシャッターダイヤルの位 
置はどこにセツトされていてちかまい 
ません。 


くプ□グラムオート制御図〉 

プ□グラムオートでの絞りとシャッタースピードの組みをわせは図のよラにな 
0ます。またこのプ□グラムラインは、レンズの焦点距離によってシフトしま 
す。 CF 1. 4/已 0 mm レンズ使用、 ISQ ] 00にセット） 

EV 値 
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〈才ート露出撮影時の警告表示について〉 


< " Av " 時〉 

露出 オーバー 警告 


"8000"点滅 

露出アンダー警告 


"32’"点滅 


〈" Tv " 時> <" P " 時〉 

露出 オーバー 警告 露出 オーバー 警告 


"最小絞0’ 点滅 

露出アンダー警告 


"開放絞り’点滅 


*■8000" 点滅 

露出アンダー警告 

"32’" 点滅 


露出オーバー警告 

絞り優先オート撮影時にはシャッタースピード "8000" が点滅 、シャッター優先 
オート時には装着レンズの"最ル絞り値"が点滅、プ□グラムオート撮影時にはシ 
ャッ タースピード "8000" び点;威し露出オーバーの警告をします。被写体び明る 
すぎますので、絞りまたはシャッタースピードを調整し直して、点滅表示が点む表 
示になるよラにしてください。また別売りや市販の ND フィルター（光量制限用） 
で光を調整することをでさます。 



露出アンダー警告 

絞り優先オート撮影時にはシャッタースピード"32""が点滅、シャッター優先 
オート時には装着レンズの"開放絞り値"び点滅、プ□グラムオート撮影時には 
シャッタースピード"32""び点滅し露出アンダーの警告をします。被写体び暗す 
ぎますので、照明を加えて被写体を明るくしたり、シャッタースピードや絞りを変 
えて点;威表示び点打表示になるよラにしてください。また、専用のスト□ボを使ラ 
と明る<されいな写真が撮れます。 

•露出オーバー/アンダー警告時でを、シャッターボタンを巧せば撮影できます。 
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4. 自分で露出を巧めて撮る" M " (マニュアル霊出撮影) 


絞りとシャッタースピードを撮影意図や目的に合わせて任意にセットし、撮影 
ずる方法でず。また意図的に露出オーバーやアンダーにずることも簡単にでき 
まず。ファインダー巧露出メーターの表示を参考に露出を巧めてください。 

1 露出モード□ック解除ボタンを押し 
なが5露出モードレパーを " M " 
にセツトしまず。 

2 シャツ タースピー ドと絞りをセット 
しまず。 


ファインダー内には、セットしたシャ 
ッタースピードと絞0び点灯表示され 
ます。 

震出メーターには適正露出との差び表 
示されます。シャッターダイヤルまた 
はレンズの絞りリングを動かし、露出 
方ーター表示を"適正"にしてくださ 
い。 



ピントを合わせ撮影しまず。 



露出メーター表示例 



1 EV 才ーバー 適正 2EV しソ上アンダー 
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瓦バルブ撮該 



長時間露光を必要とずる夜間撮影や天 
体撮影を巧うときに使用しまず。 


1 露出モード□ツク解除ボタンを巧し 
なが5、露出モードレバーを"日" 
にセツトしまず。 

フアインダー内表示ノネルのシヤツタ 
ースピード表示部に "buLb" と表おさ 
れます。 


ffl 絞りをセットし撮影しまず。 

シャッターボタンを押している間シャ 

ッターび開いて露光されます。 

♦カメラぶれを防ぐため、=脚で固定するか、 
安定した台などに置き、別売りのケーブル 
スイッチ L 冉タイプをカメラに接続して撮 
該してください。 

♦露光中、表示パネルのフィルムカウンター 
はバルブ撮該の経過時間を示すタイマー表 
況こ切り替わります。表示は "00" から 
"已日"（巳日砂）までカウントされ1；(後その 
繰り返しになります。 

♦露光中は、ファインダー内表示びすべて消 
无ます。 
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. 露出を補正して撮る 


オート露出撮影のとを、ま要被写体とその背景に極端な明暗差があるために、 
そのままでは主要被写体に適正露出が得5れない場合、あるいは意図的に露出 
オーバー、アンダーの写真を撮りたいとさには、巧の2通りの露出捕正ち法が 
ありまず。 


露出補正ダイヤル□ック解除ボタン 


]/3EV 露出 1/2EV 露出 

補正目盛 補正目盛 



露出補正指標 露出補正 

ダイヤル 

露出補正グ U —ンポジション 


ファインダー 



〈露出補正ダイヤルの利用> 

補正値を決めて撮るときは露出補正夕‘ 
イヤルを使用しまず。 

露出モードび " Av 、 下ん P 、 M ’’ いず 
れの場をわ通常は露出補正ダイヤルを 
"0" にセットしておきますび、露出を 
補正するとをは、露出補正ダイヤルを 
回して希望する補正値を麗出補正指標 
に合わせてください。補正値は十 2EV 
〜 一2EV までの範囲内で 1/3EV また 
は]/ 2 EV ごとにセットすることびでを 
ます。 

補正値と— " マークびファイン 
ダー内露出一夕一に表示されます。 

•1/3 EV と 1/2 E\/ の切り換えは、露出補 
正ダイヤル□ック觸除ボタンを巧しなびら 
露出捕正ダイヤルを回して行いまず。 
♦評価測光設定時は、ファインダー内露出メ 
ーターには表示されません。 


露出モード 

露出補正ずる内容 

絞り優先才ート (Av) 

シャッタースピード 

シャツター優先オート （Tv) 

絞り 

プ□グラムオート （P) 

絞りとシャッタースピード 
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♦ " M " 時は、露出補正ダイヤルによる露出補正はで击ません。露出を補正ずるときは、 
露出メーターに適正露出との"差"び表示されますので、シャッタースピードダイヤル 
または絞り U ングを動かし、露出メーター表示を希望する"差"（補正量）になるよう 
にして撮該してください。 

♦撮影終了後は、必ず露出補正ダイヤルを" 0" に戻してください。 




逆光撮影などのときは • 




"+1 /3EV または +1 / 吕 EV 〜+ 2EV" 
の節囲で補正しまず。 


中央重点平均測光の場合、逆光や明る 
い空、海をバックにした人物、または 
窓辺の人物などのよラに明るい背景び 
撮影画面に占める割含び大さい場合、 
人物は露出アンダーにな0、シル エッ 
卜のよラに暗くなります。このよラな 
ときは、露出を十 1/3 EV または 
十 1/3 EV 〜十 2 EV の範囲で補正して、 
露出を多く与えます。 


暗い背景などのとさは • 





1 /3EV または一1 /2EV 〜一 2EV" 
の節囲で補正しまず。 


スポットライトに照5し出された人物な 
どのよラに、暗い背景び撮影画面に占め 
る割合び大をい場合、中央重点平均測光 
で撮影すると人物は露出オーバーになり 
白っぽくなります。このようなときは、 
震 出を一 1/3 EV または一 1/2 EV 〜 
一 2 EV の範囲で補正して、露出をかな 
くして撮影します。 
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〈露出を自動的に 3 段階変えて撮る（露出の A ’ B ’ C 撮影)> 

露出の A ’ B ‘ C モードにセットずると、自動的にスタンダード、オーバー、ア 
ンダー、と3段階の露出バリエーションで連続撮影がでさまず。 

非常に微妙な露出条件のもとででも、露出決定に気を取5れることなくシャッ 
ターを押し続け、チャンスを確実にものにずることができまず。 

※冉-日'巳： Automatic Bracketing Control 


露出の A-B’C 撮影は、シャッタースピードまたは絞りを制御して自動露出補正を巧います。 


露出モード 

制御内容 

"Av" 絞り優先才ート 

シャッタースピード 

•Tv" シャツター優先才ート 

絞り 

"P" プ□グラムオート 

絞りとシャッタースピード 

"M" マニュアル露出 

シャッタースピード 



1 露出の A ’ B ’ C レバーを動かし、捕 
正幅をセツトずると、露出の A ‘ B - 
C 撮影に切り曾わりまず。 

補正幅は+日 .3EV、 +日.曰 EV、 +1 EV 
の3種類び設定でさます。 


♦露出補正ダイヤルをで"政がにセットすると、その補正値を基準にした露出の冉•日 C 
撮影になります。 

♦撮影するごとに測光し直し、そのとさの測光値に対して補正を巧います。周囲の明るさ 
の変化による影響を受けずに露出の A •日 C 撮影びしたいときは、あらかじめ AE □ック 
をしてから撮該することをおすずめします。 

♦露出の A •巨で撮影び終了した6、必ず露出の A •日 C レバーを" 0" に戻してください。 
♦スト□ボを併用する露出の冉 .B.C 撮影はでさません。 
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2 ドライブモードを" c " (連続撮影） 
にセットしまず。 

♦ ドライブモードのセット方法は P2 己をご 
覧< ださい。 

3 被写体にピントを合わせ、シャッタ 
ーボタンを巧し続けまず。 

セットした補正幅に従って、スタンダ 
ード、オーバー、アンダー、の順で撮 
影し、3コマ撮影し終わると止まりま 
す。 

ドライブモードを" S " にすると]コマ 
ごとの露出の A •巨 - C 撮影になります。 
ドライブモードを"&2"または"む 0" 
にすると、2または]日秒後に連続撮影 
による露出の A ’ B’C 撮影になります。 

露出の A - B-C 撮影中は撮影順序を示す 
ため、フィルムカウンターび次のよラ 
に変化します。 

スタンダード：両方の巧び点滅 
オーバー :左側の巧のみび点滅 

アンダー ：ち側の巧のみび点滅 

♦ファインダー内には" E" マークび点なし 
ます。 
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例えば 18] マ目か 5 露出の A •巨撮影を行った場合は次のようになります。 



1コ7目 

吕コ7目 

3コ7目 

a ツを繰り返し） 

補 正 

スタンダード 

オーバー 

アンダー 

スタンダード 

カウンター 

- 18 - 

、 1 

-巧 

し 

、尸 < 

1 ' 

、 1 - 

- Si - 

表 示 

左ち点滅 

左側点滅 

ち側点滅 

左ち点滅 


♦補正幅がカメラの補正限巧を越えるとさは、限界補正値で撮影されます。 

♦途中で中止するときは、露出の A - BC レバーを" 0" にしてください。 

♦露出の A •巨 - C 作動中にメインスイッチを " OFF " にして再度"日 N " にすると、露出の 
A-B C 撮影はまた]回目より順に3コマ分行われます。 

♦桶正順序を、オーバーースタンダードーアンダーに変更することびできます。 （ P 7 日） 
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〈露出を固定して撮る （ AE □ック)〉 

オート露出撮影時に、被写体の露出（絞りとシャッタースピードの組み合わせ） 

を記憶ずる機構でず。逆光時での撮影や動く被写体を一定の麗出で連続撮影ず 
るとさなど、露出を固定したいとさに使います。 



AEL (AE □ックが態) 



1 意図ずる構図のラち、まずま要被写 
体にファインダーの中央部分を巧 
け、メインスイッチを " 0 N " 一 
" AEL " に切り曾えまず。これで露出が 
固定 （ AE □ック）されまず。 

特に狭い範囲に露出を合わせたいとき 
は、測光レバーをスポット測光にして 
AE □ックして < ださし、。 

♦ AE □ック中は、ファインダー内の測光マ 
ークび点減に変わりまず。 

♦ AE □ックのセットは、ファインダー内表 
示び点なしているときに行ってください。 
♦シャッターボタン半押しで "AE ロック— 
するぶラに変更でをます。 （P7 日） 

♦露出チェックボタンを押すと "AE □ック" 
するぶラに変更でをます。 （P7 日） 
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2 ファインダーを元の意図した構図に戻して撮影しまず。 

♦ AE □ック中は、露出び記憶され続け、何度でを同じ露出値で撮該できます。表示は省 
電のため] 6秒経過後に消なします。 

♦連続撮影（ドライプモード "C") ずるときも、あらかじめ被写体の明るさを AE □ック 
しておけば背景の変化による影響を受けずに同じ露出の写真び得られます。 

♦このカメラは、シャッタースピードと絞りの組み合わせで得られる露出を記憶する、像 
面光量記憶方式を採巧しています。例えば、 "Av" のときは、冉 E □ック後に絞りを変 
えるとシャッタースピードを追従して変化し、全体の露出量を一定に保ちまず。 

♦ AE ロック中に露出補正ダイヤルを変更すると、露出モードにより露出補正内容は次の 
よラにならまず。 


露出モード 

露出補正する内容 

絞り優先オート CAv) 

シャッタースピード 

シャツター優先才ート （Tv) 

絞り 

プ□グラムオート （P) 

絞りとシャッタースピード 
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7. さ重露出撮影 


同じ画面に、違ラ種類の被写体、あるいは同じ被写体を重ねて写し込むことに 
より、独特の写真表現びでさます。 


® を重露出設定モード 


r n 


u 



百 





(D を重露出撮影モード 



1 ドライブボタン " DRIVE " とライ 
トボタン " LIGHT " を同時に2巧 
W 上 f 甲し続けるとを重露出設定モード 
になりまず。 

表示パネルに"百"マークと"日" 
(多重露出回数）び点灯表示されます。 


2 コマンドダイヤルを動かし、多重露 
出ずる回数をセツトしまず。 


多重麗出回数は日^2 ^3 W 
••- '•■■►曰（回）までセツトでをます。 
例えば" 3" を表示させると同じ画面 
に3回重ねて露光できます。 

3 ドライブボタンを f 甲ずとを重露出撮 
影モードにな0まず。 

表示ノネルのを重露出回数び2巧表示 
"日 3" になり、"田"マークび点滅表 
示になります。 



♦多重露出撮該を1回を行わずにメインスイ 
ツチを " OFF" にすると、多重露出撮影 
はキャンセルされますのでご注意<ださ 
い。 


0" 点灯：多重露出設定モード 
0" 点滅：多重露出撮影モード 
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4 シャッターボタンを f 甲して1回目の 
露光を巧いまず。 

シャッターボタンを押すと]回目の麗 
光を行い、次の露光のためにシャッタ 
一だけびセットされます。 

表示パネルのを重露出回数の表示び1 
回分、減0ます。 

5 さ5にシャッターボタンを巧して次 
の露光を巧いまず。 

4と同様にシャッターだけびセットさ 
れ、多重露出回数びさ日に]回分減り 
ます。 

最後の露光を巧ラとフィルムび送6れ 
て、表示パネルは通常の表示に戻りま 
ず。 


♦撮該の途中でメインスイッチを "QFF" にずると、次に"曰 N" したとをは、多重露出 
の続さの撮影になります。 

♦撮影の途中で多重露出回数を変更する場合は、ドライプボタンとライトボタンを同時に 
2秒じ(上巧し続け、多重露出設定モードに戻します。コマンドダイヤルで回数を変更し、 
3項からの手順で多重露出撮影を行います。 

♦多重露出撮該を途中で中止したい場合は、多重露出設定モードに戻し、多重露出回数を 
"日"に変更してください。多重露出撮影は終了しフィルム巻き上げび行われまず。 
♦セルフタイマー設定時は、2または10秒禮のを重露出撮影になりまず。 
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. セルフタイマー撮該 


セルフタイマー撮影には、次の2種類がありまず。 

"む 0"(1 日秒）：記就最影など、ご自身も一緒に写りたいときに使用しまず。 
"& 2 " (2 秒）：接写や複写時のカメラぶれ防止に有効です。 



1 ドライブモードを"&の"または 
"公 2 "にセットしまず。 

♦ ドライブモードのセット方まは P2 日をご 
覧< ださい。 

2 ピントを合わせ、シャッターボタン 
を f 甲してぐださい。 

セルフタイマーび作動し、1日秒または 
2秒渡にシャッターび切れ撮影び巧わ 
れます。セルフタイマー作動中 、が 
ラ前面のセルフタイマー LED び点滅し 
ます。 


♦ファインダーから目を離してのオート撮影では、接眼部からの入射光の影響で適正露出 
び得られない堤をびあります。このよラな場合は、アイピースシャッターを閉じて撮影 
して < ださい。 

♦セルフタイマー撮影時は=脚をご使用ください。 

♦セルフタイマー作動中にシャッターボタンを巧すと、セルフタイマー作動び最初に戻り、 
再スタートしまず。 

♦セルフタイマー作動を達中で中止ずるとをは、メインスイッチを OFF にしてください。 
♦ "& 2 "のとをは、 S ラーアップしてからセルフタイマーび作動します。 
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9. 彼写巧深度の確認 



レンズの一般的性質として、ある被写 
体にピントを合わせたとを、被写体自 
身び鮮明に写るだけでなく、その前後 
にも鮮明に写る範囲びあります。 この 
範囲を被写巧深度といいます。フアイ 
ンダーは常に絞り開放の状態になって 
いまずび、絞り込みボタンを巧ずとセ 
ットした絞り値まで絞り込まれ、被写 
巧深度の確認と背景のぼけ具合を見る 
ことがでをまず。 


♦ファインダー内は絞り値に応じて暗くなります。 

♦絞り込みボタンを巧したまま露出の確認や撮影をしてを、適正露出は得られません。 



〈被写巧深度について〉 

同じレンズでの被写界深度は次のよラに変化します。 

①絞りを絞り込むほど被写巧深度が深< (前をに広<)、開放にずるほど浅< (前後に狭 
く）なりまず。 

感被写体の距離び遠いほど被写巧深度が深<、近いほど浅<なりまず。 

感ピントを合わせた被写体のを方に深く、前方に法くなりまず。また異なるレンズでは、 
焦点距離の短いレンズほど深く、焦点距離の長いレンズほど速くなりまず。 

被写巧深度目盛 

被写巧深度の具体的な範囲は、個々のレンズの被写界深度目盛で確認すること 
びでをます。 
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10. ケーブルスイツチソケツ 




ケーブルスイッチ LA タイプやオートべ 
□ーズを接続ずる接点で、これ5アク 
セヴリーか5の電気信号を伝え、シャ 
ッターを作動させまず。 

♦ケーブルスイッチ LA タイプを使う撮影で、 
ファインダーから目を離すオート撮影では 
接眼部からの入射光の該響で適正露出び得 
られない場合びあります。このよラな場合 
は、アイピースシャッターを閉じて使巧し 
て < ださい。 


11. 裏ぶたの交換 




カメラの畫ぶたを取り列し、別売のデ 
—タバック D -10 ( P 86) と交換ずる 
ことがでをまず。 

裏ぶたは、着脱ピンを押し下げて取り 
がしまず。 
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ストロボ撮影 


室巧や夜間の撮影で、シャッタースピードび1/3日秒 L ソ下になるときは、スト 
□ボの使用をおずすめします。このカメラとコンタックス TLA フラッシュシス 
テムを組み含わせるとカメラ側でスト□ボ光を自動制御する " TTL ダイレクト 
調光"による撮影び巧えます。 

TLA 3 目0スト□ボをご使用のとさは、必ず"当社 TLA スト n ボを使用した撮 
影" （ P 色 3) と"当社 TLA 3 日0スト□ボ"を使用した撮 f ミ」 （ P 巨 8) の項を併 
せてご覧ください。 

また、 X 接点のみの別用スト n ボをご使用する場合には、露出モードレバーを 
" X "にセットしてご利用いただけます。 ( P 72) 


. 当社 TLA スト□ボをほ用した攝該 


カメラ側でスト□ポ光を自動制御して、簡単にスト□ボ撮影がでをまず。 

〈 TTL オートスト□ボ撮影〉 

フィルムに当たる被写体か5反射してさたスト□ボ光量を測光し、スト□ボの 
発光量をコント□ールします。 （ TTL ダイレクト調光） 

1 カメラのアクセサリーシューにスト 
□ボを取り付け、スト□ボの電源を 
入れまず。 


2 スト□ボを " TTL 才ートモード" 
にセツトしまず。 

充電び完了するとファインダー内に 
" y マークび点灯し力^ラの露出モー 
ド により 次のよラにシ ヤツ タースピー 
ドび自動セツトされます。 


❖ Av (絞り優先才ート）のとき 


自然光の測光値 

自動セツトシヤツタースピード 

读示） 

32砂〜！/巨0砂 

]/ 已〇秒 

"巨 0" び点灯 

1/巨曰お)~]/2己0お> 

1/60砂〜]/2己0砂 

"60" び点好〜 "2 已 0" び点な 

]/2已〇秒〜]/8000秒 

]/2已〇砂 

"2 已 0" び点灯 


❖ Tv (シャツター優巧才ート）のとき 


シャッ ターダイヤルの セット 

自動 セツ トシ ヤツ タースピード 

馈示） 

4(32) 秒〜1/2巳0秒 
() はコマンドダイヤルセット時 

4(3 吕)秒〜1/2日0秒 

(シャッターダイヤルの 
セット値のまま） 

]/2已曰秒〜]/8000砂 

1/2已己超） 

"2 已び’び点な 
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❖ p (プ□グラムオート）のとさ 


自然光の測光値 

自動セツトシヤツタースピード 

馈示） 

32秒〜1/60秒 

1/60砂 

"巨 □" び点口 

]/已0お>〜1/2己0お> 

]/ 巨0お)~]/2巳0お） 

"60" び点灯〜 "2 已 0" び点灯 

]/吕已0中ぶ〜1/8000^^!) 

1/2巳0秒 

"250"び点灯 ■ 


♦ M (マニュアル)、 X (スト□ボ)、 B りりレブ）のとき 

♦ "M" のときはシャッタースピードび自動セットされません。必ず]/2日0砂し以下にセ 
ットしてくださし、。 

♦セットしたシャッタースピードびファインダー巧に表示されます。 

♦ "X"のとをはシャッタースピードび]/I吕已砂にセットされ、ファインダー内に 
"125" び点な表示されます。 

♦ "B" のときは"バルブ撮影"になり、ファインダー抑こ "buLb" び表示されます。 

n 巧の表に従って、絞りまたはシャッタースピードをセットして撮影しまず。 


露出モード 

絞りまたは シャッタースピー ド 

P 

セットは不要です。カメラび自動的にセットします。 

冉 V 、 M、 X、巨 

絞りをセットしてください。セットした絞りで撮影されます。 

Tv 

シャッタースピードを1/2日〇砂拟下にセットします。自 
然光に合わせた適正絞りに自動セットされます。明るいと 
をは自動的に絞り込みます。 


♦撮影後調光び行われたとさはファインダー内" ち" マークび2秒間点滅します。 

♦撮影後" ち" マークび点滅しないとさは露出アンダーになりますので、絞りや撮影距離 
を変えて撮影し直してください。 

♦近接撮影時、‘ ち" び撮影搂点滅してち露出オーバーになることびありまず。スト□ボ 
の取扳説明書記載の撮該範囲で撮影して<ださい。 

♦露出の A •巨 -C レバーは必ず" □" にしてください。 

♦ ドライブモードびで"（連続撮該モード）の場合は、スト□ボの性能をご確認ください。 
♦フィルム感度は IS02 已〜800に連動します。（露出補正は含みません。） 
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〈ス□ーシンク□撮影〉 

スト□ボ撮影で夕景や夜景などの情景を生かした撮影を行ラには1/30秒 ly 下 
のス□—シンク□撮影が有効でず。 TLA スト□ボの TTL 才ートモードを利用 
ずると簡単な操作でス□—シンク□撮影が巧えまず。 


❖ 露出モードが " P "、" Av " のとき 


構図を決め、メインスイッチを " AEL " にセットします。シャッタースピード 
び、自然光の測光値に□ックされますのでスト□ボの充電完了を確認して撮影 
して < ださい。 

❖ 露出モードが " Tv "、 のとさ 

構図を決め、メインスイッチを " AEL " にセットします。絞りび、自然光の測 
光値に n ックされますのでスト□ボの充電完了を確認して撮影してください。 



❖ 露出モードが" M " のとさ 

シャッタースピードを1/30秒し^下にセットします。絞りを動かして自然光の 
測光値に露出を含わせ露出メーターび"適正"になるようにし、スト□ボの充 
電完了を確認して撮影してください。 

♦ス□ーシンク□撮影ではシャッタースピードび遅くなりますので、カメラぶれ防止のた 
めに^脚をご使巧ください。 
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〈デイライトシンク□撮影〉 

屋外の撮影時に、たとえば強い日差しの下や逆光下でそのまま人物を撮影ずる 
と、人物は暗くなりがちでず。このようなときは、 TLA スト□ボを使って TTL 
オートモードで撮影ずると人物ち背景もきれいに描写ずることびできまず。 

❖ 露出モード" P " のとさ 

明るい所では、自動的に絞0とシャッタースピードび調整されてデイライトシ 
ンク□撮影になります。 

❖ 露出モードが " Tv " のとさ 

明るい所では、自動的に絞りび調整されてデイライトシンク□撮影になります。 

❖ 露出モードが " Av " のとを 

スト□ボ充電完了後、シャッタースピードの "2 曰 0" が点滅した場合は、露出 
オーバーです。絞0を絞り込んで "2 已日"の点灯表おにして撮影してくだ 
さし)。 

❖ 露出モードが " M "、 " X "のとを 

" M " のときは、シャッターダイヤルを "2 已日"じ(下にセットしてください。 
絞りを調整し、ファインダー巧露出^ーターび"適正"になるようにして撮影 
します。 
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〈後幕シンク□撮影〉 


後幕シンク□は動きのある被写体をス□ーシンク□撮影ずるとさに効果があり 
まず。 

通常のスト□ボ撮影は、シャツターの先幕び走行を終えた直後にスト□ボを発 
光（先幕シンク □) させて撮影します。このカメラと、懐幕シンク□機能のあ 
る当社スト□ボとを組み含わせると、懐幕び走行を始める直前にスト□ボを発 
光（後幕シンク n ) させることびでさます。 

スト□ボ光で照らされた被写体の後ろに、自然光で照5された被写体の動さび 
流れるよラに写り、自然な動さを表現でさまず。 


♦搂幕シンク□の設定は、スト□ボの取扱説明書をご覧ください。 
♦露出制御は、通常のスト□ボ撮該（先幕シンク □) と同様でず。 



〈露出補正ダイヤルの利用〉 

TTL オート撮影では、スト□ボの発光量は力^ラの露出補正ダイヤルに連動し 
ます。スト□ボ光量を調整して効果を出したいときは、露出補正ダイヤルを利 
巧して < ださい。 
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当社 TLA 3 巨 0 スト□ボをほ用した撮該 



ガイドナンパー 36 (旧0100 .3 己 mm レンズ画角カバー時）の、クリップオ 
ンタイプの TTL 自動調光方式パワーズームオートスト□ボでず。スト□ポオー 
トセットの機能を備えていまずので、本機と組み合わせると、従来の TTL オー 
トスト□ボの機能に加えて次の六つの機能をちった使いやすいスト□ボでず。 

♦ これらの機能は、力ラ上部のアクセヴ U —シューに直接スト□ボを取り付けた場合に 
ご使巧いただけまず。 

TLA 延長コードや TL 冉増灯システムを利用して、カメラのアクセサリーシューから離 
して使巧するとをは、スト□ボには自動セットされません。 

♦スト□ボオートセット機能を備えた当社 TLA スト□ボはスト□ボ取り付け脚の接点び已 
箇所になっています。 


(camE) 


ZOOM 35 "m F 4.日 


國国國 &0M 
B 画 


T\^-" // 

11111111111 •iiiiiiiiiii 


<1. オートセット機宫む 


\ 機能 

フィルム感度の 

絞り値の 

スト□ボ撮髮トド \ 

自動セット 

自動セット 

TTL 才 一1- 

〇 

〇 

外部測光オート 

〇 

X 

マニュアル 

〇 

〇 

マルチ発光 

〇 

〇 


〇:カメラ側のセットによりストロボにを自動セット 
します。（スト□ボ充電完了時） 

X :スト□ボには自動セットされません。 
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〈2. 照射角のオートセット〉 

カメラに取0付けたレンズの焦点距離に合わせて、自動的にスト□ボの照射角 
びセツトされます。 



❖ セツトのしかた 

カメラのアクセヴリーシューにスト □ 
ボを取り巧け、スト□ボの電源を " ON " 
にずるとカメラに取り付けたレンズに 
合わせてスト□ボの照射角が自動的に 
セツトされまず。 

このときスト□ボの表示パネルには、 
自動セツトされた照射角びレンズの焦 
点距離で表示されます。 


参セットされるレンズの焦点距離は、 24mm, 28mm. 35mm, 50mm, 70mm. 


85mm です。 

♦ズームレンズ装着時は、上記の範囲でレンズのズー S ングに連動します。 

♦ ズームレンズの焦点距離表示とスト□ボに表示される焦点距離びずれる場合びあります 
び、配光特性上の問題はありません。 

♦スト□ボの表示び "AUTQ ZOOM" のときレンズを交換すると、交換したレンズに合 
わせて照射角び再セツトされます。 



〈3.照射ちの手動セット〉 


スト□ボのズームボタンを巧すと、手動セットになります。ズームボタンを押 
すごとに Z 日日 M 焦点距離び切り誓わ0ますので、希望の焦点距離を表示パネ 
ルに表示します。 
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〈4. スト□ボ光量の補正〉 

" TTL オートスト□ボ撮影"モードで巧いまず。他のモードでは、補正ずるこ 
とびでをません。 


♦補正は一 SEV 〜+ ] EV の範囲で1/3ステップごとに行えます。 

♦スト□ボの補正は、力;)<ラの露出補正の値を基準にして発光量を補正します。たとえば、 
カメラの露出補正を"+]"、スト□ボ側の補正を"+1"とすると、スト□ボの発光量 
は +2E\/ になります。 

1スト□ボの " SEL " ボタンを巧しまず。 

♦スト□ボの表示パネルに捕正目盛び表示され、マークび点滅します。 

2 スト□ボの"アップ/ダウンボタンを f 甲して補正目盛を希望ずる 
値にしまず。 

n 再度 " SEL " ボタンを巧しまず。 

マークび点灯表示になり、補正のセットび完了です。 


♦スト□ボ表示パネルの補正目盛は、ストロボ側の補正量を表示します。 

♦スト□ボ側の桶正量び" 0" (補正しない）ときは、8秒後に補正目盛は消丹します。 


巧."才ート OFF "、 "才ート ON " 機能〉 

スト□ボの電源スイッチを"才ート OFF " にセットしたとき、スト□ボの電源 
が約80巧で自動的に OFF になりまず。またカメラのシャッターボタンを半巧 
しずることで"オート ON " になり、スト□ボの巧電が開始されまず。 

長時間のスト□ボ撮影時、省電効果びありまず。 
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〈反 シュー ストッパー〉 

TLA 3 目日の"取0付け脚’’には、スト 
□ボび不用意にカメラか5はずれない 
よラにシューストッパー(抜け防止機 
構）び付いています。 

カメラの取0付け、取0がしの隙は必 
ず"取り付け脚"の指標にシュー□ッ 
ク U ングの指標を合わせてか5行って 
<ださし、。 


※上記のほかにを多くの特徴を持ったスト□ボですので、 TLA 360の取扱説明書を 
併せてご覧になり、多彩なスト□ボ撮影をお楽しみください。 
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. TLA スト日ボなかの X 編を利用できる他のスト日ボによる臟 



1 カメラにスト□ポを取り付け、露出 
モードレバーを" X "にセットし 
まず。 

シャッタースピードは、1/12己秒にな 
ります。 

•シャッタースピードはシャッターダイヤル 
びどの位置にあってち変わりません。 

f | 絞りをセットして撮影しまず。 

絞りは使用するスト□ボの取扱説明書 
に従って決めてくださし、。 


♦ダイレクト接点ではない、コードを必要と 
するスト□ボは、カメラ側面のシンク□夕 
一 S ナルに接続して < ださい。 


72 











コマンドダイヤルの応用操作 


ドライブモードやに0感度の手動設定などの各種の設定に使っているコマンド 
ダイヤルを露出補正ダイヤル、またはシャッターダイヤルとして使うことびで 
をます。 

力^ラを持ち直すことなく、ファインダーか5目を離すことなく、撮影に集中 
したまま素早い操作を行ラ ことが でさます。 
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1. 露出補正ダイヤルとしてほラ 



露出補正ダイヤル□ック解除ボタンを 
押しなび5露出補正ダイヤルを回し、 
グ U —ンポジションを指標にセットし 
て < ださし、。 

このとき表示パネルに露出補正目盛び 
表示され、露出補正量は] /3 EV ステッ 
プになります。 

•露出補正量を]/ 2EV ステップに変更する 
ことびでをまず。 （P7 巨） 


2. シャツターダイヤルとしてほう 



シャッターダイヤルのグ U —ンポジシ 
ヨンを指標にセットしてください。 

•シャッタースピード設定を1 /2TV ステッ 
プにすることびできます。 (P76) 

•セツトの觸除はシャッターダイヤル□ック 
解除ボタンを押しなびらシャッタータイヤ 
ルを回してください。 


シャッターダイヤルおよび露出補正ダイヤルの両方共グ U —ンポジションにセットし 
たときは、設定されている露出モードにより、コマンドダイヤルの働さは次のよラに 
なりまず。 

露出モード‘ Tv、M" :シャッタースピードの設定 
露出モード ‘Av、P " :露出補正値の設定 
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カスタム機能について 


この力八ラの機能は、さまざまな撮影スタイルに応じて変更することびできま 
す。ご自身のスタイルにをわせて設定してください。 
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. カスタム機能一覽表 


このカメラには、次の表のように、20頂目の"カスタム機能"を搭載してい 
まず。お買い上げ時は、標準的な機能（内容番号の標準設定 "0") にセットし 
てありまず。 （この取扱説明書では"日"の状態を説明しています。） 

カスタム機能を変更したい場含は「カスタム機能のセットのしかた」 （ P 78) 
をご覧くださし、。 

♦カスタム機能をセットするとカメラの機能や操作手順び変わります。この「カスタム機 
能」のページをよくお読みいたださ、正しくご 使 巧ください。 


〈カスタム機能一覧表〉 


内容番号 

機能番号 

標準設定 （0) 

変更設定 （1) 

変更設定（吕） 

変更設定 （3) 

①パヮーホールド時間 

]6砂 

1吕砂 

扫秒 

4砂 

思)シャッターボタン 
半押しで冉 E □ック 

冉 E □ックしなし、 

冉 E □ックする 

— 

— 

感露出チェックボタン 
の AE □ック SW 化 

冉 E □ック磯旨自 
無し 

AE □ック機能 
有り 

— 

— 

④コ7ンドダイヤル'シ 
ャッター設定ステップ 

1.0 Tv 

0.5 Tv 

— 

— 

思)コマンドダイヤル- 
露出補正ステップ 

0.3 EV 

0.5 EV 

— 

— 

® 評価測光六一夕表示 

中央重点平巧 
測光との差 

スポット測光 
との差 

表示無し 

— 

⑦露出の冉•日-仁の 
順番 

スタンダード^才 
ーバーーアンダー 

オーバー-►スタン 
ダードーアンダー 

— 

— 

( D フオーカス- A . 日' 

巳補正幅 

装着レンズの開放 
被写巧深度 

装着レンズの開放 
被写巧深度2倍 

— 

— 

風フオーカス-冉.日 -C 
フオーカスモード 

MF 

SAF 

— 

— 

⑩フオーカス - AB - 
C 棲ピン有無 

後ピン有り 

後ピン無し 

— 

— 

⑩ AF 補助光点な有無 

点な有0 

点灯無し 

— 

— 
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\\ 内容蚕号 
機能番号 \\ 

標準設定 （0) 

変更設定 （1) 

変更設定 （2) 

変更設定 （3) 

⑩ AF 含焦音-有無 

合焦音ちり 

合焦音無し 

— 

— 

⑩シ ヤツ ターボタン半巧し 
時-*ス -/[- インポ-ズ 

有り 

無し 

— 

— 

斌合焦時の 

* スーパーインポーズ 

有り 

無し 

— 

— 

⑩巻去戻し 
オートリターン 

オートリターン 
無し 

オートリターン 
有0 

— 

— 

⑩巻さ戻し時•フィ 
ルムベ□残し 

ベ□鶏し無し 

ベ□残し有り 

— 

— 

⑩絞り込みボタン操 
作方法の切り替え 

巧している間 
絞り込み 

巧す毎に絞り 
込み林開放 

— 

— 

⑩巻を戻しの静音化 

通常 

低速静音 

— 

— 

⑩フォーカシングス 
クリーン測光補正 

補正無し 

補正有り 
( FX -1 対応） 

— 

— 

娜 " M 。 時フォーカス 
ボタン機能 

SAF 

CAF 

— 

— 

CLE :カスタム機能 
の初期化 

カスタム機能（①〜娜）の内容びずべて標準設定になりまず。 
♦この状態で露出レバーを"巳 F " がにずると、それまでセツ 

卜したカスタム機能の内容びすべて標準設定" □" の状態にな 
りますのでご注意 < ださい。 


*フオーカスフレームび一瞬赤 < 照明されます。 
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2. カスタム機能のセットのしかた 


® (内容説明) 


CF 巧 

DX «_n 


機能番号 
内容番号 

⑤③ 

カスタム機能セツト：!犬態 





CF 0,5 


DX 5- : 






1露出 モー ドレ パー を、 " CF " にセツ 

I 卜しまず。 

表示パネルに"機能番号と内容番号" 
び表示され、カスタム機能セット状態 
になります。 


2 コマンドダイヤルを動かして"機能 
番号"を選びまず。 


3 フオーカスボタンを巧して内容番号 
を選びまず。 


4 露出 モー ドレ バーを 撮影 モー ドの位 
置 （" CF "、 "旧び’むが）に戻しま 
ず。これでセツト完了でず。 

表示パネルび通常の表示に戻り " CF " 
は消えます。 

•セツトした機能を全て初期化するときは、 
前記2、で " CLE " を表おさせた後、露出 
モードレバーを露出モードの位置 rcF "、 
" ISO " U (列）に房してください。 
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参考資料 


写真の参考になる知識や、このカメラのデータを紹介します。 
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. 写真の基礎知識 


〈露出〉 

フィルムに光をあてること。 

写真の撮影を行ラとさは、絞0開□量とシャッターの開閉時間により、フィル 
ムにあてる光の量を調節します。 

くシャッタースピード〉 

カメラ本体に組み込まれているシャッターはフィルムにあたる光の量を、シャ 
ッターび開いている時間の長さで調節します。このシャッターを開いている時 
間の長さをシャッタースピードと言います。 

〈絞り値〉 

レンズに組み込まれている絞りは、レンズを通りフィルムにあたる光の量を、 
開□部を拡げたり縮めたりして調節します。この開□部の大ささを絞り値と言 
し、ます。 

くフィルム感度〉（旧 CH 直） 

フィルム感度は、どの程度の光までフィルムび感応するかを IS 日 
(International Standardization 日「畳 anizatioir 国隙標準化機構）で定めた 
数値で表しています。 

に日値びルさいほど光に対する感度び低くなります。きめ細かく高画質な写真 
を撮るのに適しています。 

に日値び大きいほど光に対する感度は高くなります。かない光の量で感応しま 
すので、暗い所での撮影や高速シャッターでの撮影びでさます。しかしさめは 
粗く階調再現性は悪 < なります。 
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『巧障かな？』とおちえになる前 I 


『故障かな？』と思われてち、修理に出ず前にもラー度次の表で症状と解ミ夫方 
法をご確認ください。 


症 が 

原 因 

解決方を 

参照頁 

1. 表示パネルに表示が 
出ない 

•電泡び入っていない 
■電地び完全に消耗して 
いる 

■電池び逆向さに入って 
いる 

•電池を入れる 
•新しい電池と交換する 

•電池を正し<入れ直す 

14 

14 

14 

2. 電地マーク " CI 3" 
び点滅ずる 

•電池び消耗している 

•新しい電池と交換する 

14 

3. フイルムを入れて 裏 
ぶたを閉めたら、フ 
イルムカウンターが 
"00" で点滅する 

♦フィルムび正しくを5 
れていません 

•フィルムををラー度入 
れ直す 

20 

4. ファインダー内表示 
びはっさり見えない 

•視度び合っていない 

•視度調整ダイヤルを回 
して、調整してくださ 
い 

17 

己. シャツ ターが切れな 
い 

• ドライブモードび"セ 
ルフタイマー’’モード 
になっている 

•他のドライブモードに 
切り誓える 

2已 

巨.写真がぼけている 

•ピントび合っていない 

■シャッターボタンを巧 
すとさにカメラぶれを 
起こしている 

•遅いシャッタースピー 
ドになる 

•ピントを正し<合わせ 
る 

•力方ラぶれを起こさな 
いよラに、シャッター 
ボタンを静かに巧しま 
す 

•= 脚をご使用ください 

2扫 

19 

19 

7. 露出補正マークが点 
減している 

■露出補正をかけたまま 
になっている 

•露出補正ダイヤルを 
"0" に戻す 

巳0 
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症 が 

原 因 

瓶夫ちを 

参照頁 

8. 露出の A ’ B ’ C 撮影 
で1コマしか シャツ 
ターが切れない 

•シャッターボタンから 
指を早<離している 

■3 コマ撮影し終わるま 
でシャッターを巧し続 
ける 

已2 

日.フイルムカウンター 
び点滅している 
("00" 測 

•露出の ABC または 
フオーカス - A •日 - C モ 
ードに入っている 

•露出の A . 巨. C レバー 
を" 0" またはフォー 
カスダイヤルをフォー 
カス - A •日 . C モード政 
外にしてください 

已2 
38 

10. シャツ ターボタンを 
半巧しずると、測光 
マークが点滅する 

•カスタムファンクシヨ 
ンび "2-1" になっ 
ている 

•カスタムファンクシヨ 
ンを "2-0" にして 
<ださい 

76 

11. フイルムを入れると 
フイルムカウンター 
が "03" になる 

•データバック D -10 の 
‘まとめ写し込みスイ 
ッチ"び ON になって 
いまず（データバック 
付のとを） 

♦次のフィルムを入れる 
とさに"まとめ写し込 
みスイッチ"を QFF 
にして<ださい 

ホ 

12. 巻を戻しが途中で一 
旦止まる 

■データバック D -10 の 
‘まとめ写し込みスイ 
ッチ"び曰 N になって 
います（データバック 
付のとさ） 

♦次のフィルムを入れる 
とさに"まとめ写し込 
みスイッチ"を OFF 
にして<ださい 

本 


*11 と 12 は C 日 NTAX データバック D -1 日の取扱説明書をご覧ください。 
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8000 

4000 

2000 

1000 


Tv または M のシャッターダイヤ 
ル設定時および Tv または M のコ 
マンドダイヤル (ITv) 設定時 


全モード 


4已 
3扫 
32 
27 
22 
1白 
1已 
13 
11 
白.巳 
8.0 
已.己 
已 .6 

4.5 
4.0 

3.5 
2.8 

2.4 
2.0 
1.7 

1.4 
1.2 


Av または P 時、および Tv また 
は M のコマンドダイヤル 
(0.5TV) 設定時 


8000 
6000 
4000 
2800 
2000 
1400 
1000 
700 
已〇〇 
3已己 
25己 
180 
12己 
90 
巨己 
45 
30 
吕己 
15 


10 

8 

巨 

4 

3 

2 

0" 7 

r 

r 4 

2 " 

2" 扫 
4" 

己"白 
8 " 
11 " 

1巨" 
吕吕。 
32。 



シャツタースピードと絞り値の表巧について 


シャッタースピードおよび絞り値は次のよラに表示されます。 

♦シャッタースピードの表示は "8000" (]/800日砂）から "32" — (32 秒）まで表 
示されます。カメラの露出モードび "Av"、"P" のときは絞りに応じた値を]/2段階 
ごとに、 "Tv" "M" のときはセットした値を表示します。 

"X"にセットしたとをはシャッタースピードは "12 己"び表示されまず。 

"巨"にセットしたときはシャッタースピードは "buLb" と表示されます。 

♦絞り値は、使用レンズの絞り範囲巧で]/2段階ごとに値び表示されまず。ただし、 
]/2段のさらに間で作動するとをは近い表示で示されまず。たとえば絞り値び f3. 3の 
ときは "3 .己"と表示されます。 


シヤッタースピード 


絞り値 


□ 0 已〇 〇已184212486 01 
0 5 2 6 3 11 13 
5 21 


n マンドタイヤル ( 一叫 V )設定時 
I シャツタ—ダイヤル設定時 I 
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主なアクセサ IJ — 


撮影領域を広げるをなアクセサリーを紹介します。 



コンタックス N 1に取り付けて使用する液晶ビューファインダーです。 

主な機能は次のようになります。 

①カメラのファインダー内フオーカシングスク U - ン上の画像と液晶表示をそ 
のまま LCD 画面に表示します。 

@露出補正設定量に応じて LCD 画面び変化します。 

③力^ラの露出の A •巨 ’ C 捕正を設定すると、次の露光に対する補正量に応じ 
て LCD 画面び変化します。 

♦ ③の露出補正併巧の場合は、それを加味した画面になります。 

® 力方ラの AE □ックを設定すると□ック時の値を基準に LCD 画面び変化し 
ます。 

⑥カラー/白黒切0誓え巧能 
愈シャッター機能付 


♦ LCD 表示可能な精度範囲びフィルムより狭いので、フィルムと同等の表示にはなりま 
せん。 LCD 画面は参考としてご利巧ください。 
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2. CONTAX データバック D-10 

(マルチフアンクシヨンタイプ） 



コンタックス N ] の畫ぶたと交換して使用する、マルチフアンクシヨンタイプ 
のデータバックです。フィルムの最初の2コマに撮影時の露出データを一括し 
て写し込む「まとめ写し込み」機能と、それぞれのコマ間に曰付けや霞出デー 
夕などを写し込む「コマ間写し込み」機能びあります。併用することもできま 
すので、「まとめ写し込み」をセットして露出データを記録し、「コマ間写し込 
み」で曰付けや時刻あるいはカウンター数値などをコマ間に写し込み、写真の 
分類や露出データの保存と整理など幅広くごま用いただくことびでをます。ま 
た、カメラの作動をコント□ールするインターバル撮影機能も搭載しています。 

♦ データノ 〇ック D- 10では、撮影画面内への写し込みはできません。 
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〈まとめ写し込み機能〉 

各コマの撮影時の露出データを力方ラび記憶しておいて、フィルムを巻を戻ず 
ときに、あ5かじめ空送りしておいたフィルムの最初の2コマにまとめて写し 
込みます。 

❖ 写し込む内容： 

①フィルムを装填した日時（年•月•曰•時） 

® 使用カメラ " Nl " 

感麗出データ（麗出補正値、シャッタースピード、絞0値、露出モード） 

® コマの番号（日コマごと） 

⑤巻き戻しをした日時（年•月•曰•時） 


〈コマ間写し込み機能〉 

フイルムコマ間に次の8つのモードか51つ選んで写し込むことびでさます。 

①日侦ブ（年•月•日）®日付け（月•日•年） 

感日付け（日•月•年）④時刻（日•時•分） 

⑤撮影時の露出データ（露出補正値、シャッタースピード、絞0値、露出モー 
ドまたはキャラクター2文:字） 

愈カウンター数値 （4 おの積算カウンター十フイルムカウンター)十キャラク 
ター2文字 

③任意の6巧固定数値十キャラクタ ー2 又:字 
( D 写し込み無し 


〈インターバル撮影〉 

設定した時刻より一定時間ごとに、設定した撮影回数分自動的に撮影する機能 
を搭載しています。時間の経過による変化を観雲する撮影や無人撮影に便利で 
す。 
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r まとめ写し込みの例」 「コマ間写し込みの例」 



(説明のために図示したをので実際の表示とは異なります。） 
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3. CQNTAX パワーパック P -8 



パワーパック P -8 は、1.日 V 単3形乾電池4本、または 1.2 V 単3形ニッカド 
電池4本を使用するが部電源です。寒;令地など、気温の低い場所で、寒さの影 
響による電池の低下を防ぐために、カメラの外部で電源を保温しなび!5撮影す 
るために利用します。 

〈取り付けかた〉 

1. パワーパック P -8 に電池を装填しまず。 

①パワーパック P -8 に付属しているバッテリーケースに、表示に従って単 
3形電池4本を入れ P -8 本体に取0付けます。 

© P -8 本体をジャケット（ケース）に入れます。 


2. パワーパック P -8 のコード先端のプラグを、外部電源ソケットに差し込み 
まず。 

♦撮影の際に、パワーパックを防毒具の内側などに入れると、より保湿の効果を高めるこ 
とびでさます。 

♦電池を交換ずるとをは、種類の違ラをのや古いちのを混ぜたりしないで、4本とを同じ 
種類の新品電池を同時に交換してください。 

♦パワーパックを長時間使用しないとさは、電泡の漏液を防ぐため、バッテ U —ケースか 
ら電池を取りはずしておいてください。 

♦接続コードの取りはずしは、コードを引っぱらずにプラグ部を持って行ってください。 
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■ P -8 の仕様 

構成：パワーパック本体、バッテ U - ケース、ジャケット（ストラップ付を)、 
コードの長さ： 1 .5 m 

電源： ] .日 V 単3あ電池4本、または] .2 V 単3おニッケル水素電池4本（単 
3形マンガン乾電池は電池容量び少ないためご使用になれません。） 


■ 使用電池と撮影本数 

♦ 36 枚撮り、常温 （+2 □で）、新品電池使用、当社撮影基準による 


使用 電池 

撮影 本数 

① 

霞 

1.已V単3形アルカ U 乾電池4本 

約已本 

約] 0本 

].5\/単3形 U チウム電池4本 

約]己本 

約巳0本 

].2V 単3形ニッケル水素電池4本 

約2 〇 ] 日）本 

約已 （* 己 0) 本 


* ニッケル水素電池はフル巧電して使巧したとさ。 


❖ 撮影本数は次の条件での数値です。 

①ドライブモード "S"、 バ U 才.ゾナ ーT* 24-8 已 mm レンズを装着し、 ] コマ毎に無 
限遠から至近まで]往復させ、1回レリーズ後、]已砂間放置。同じ動作を繰り返し実 
施。 

霞ドライブモード "S"、 バ U 才•ゾナ ーT*24-8 己 mm レンズを装着し、 ] コマ毎に無 
限遠から至近まで1往復させ、1回レ U —ズ後、4秒間放置。同じ動作を繰り返し実施。 

♦電池によってはその性費上、装着時一時的に電圧び低下し "CI3" び点な、または点 
滅する堤合びあります。この際は一度メインスイッチを日 FF にし、再度 ON にしてくだ 
さい。この操作を行ってび点なしたらそのままお使いいただけます。 

* 単3形ニッケル水素電池 C1.2V) を使用したとを、電池の性質上、比較的初期より 
"亡:3’’ マークび点な、または点ミ威をはじめまず。しかし、そのまま使用でをまず。そ 
の際の撮該本数の目安は、上記条件の場合 （） 内の撮影本数となります。 

※仕様-列観の一部を予告なく変更することびありまずのでご了承ください。 
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4. CQNTAX ケーブルスイッチ LA タイプ 



ケープルスイッチ LA タイプは、兰脚などを利用しての接写や望遠撮影、ある 
いは力^ラか5離れてシャッターを切るときに使用します。特に接写や望遠撮 
影ではシャッター時のカメラぶれを防ぐことびでさます。 

撮影はケーブルスイッチのシャッターボタン（半巧し機能付）で行いますび、 
長時間霞光や連続撮影に便利なスライドスイッチを設けてあります。 

コードの長さは LA- 日日び已 0cm、LA- 已日日び日 m です。 


〈取り付け〉 

ケープルスイッチのプラグをカメラのケーブルスイッチソケットに差し込みま 
す。 


〈撮影> 

ケープルスイッチのシャッターボタンを巧すと、力方ラのシャッターボタンと 
同じ働きをします。半押しで測距•測光•フォーカス□ック等、全押しでシャッ 
ターび切れて撮影び行われます。 

長時間麗光または連続撮影を巧うときは、スライドスイッチを利用すると便利 
です。スイッチを手前に引くと（赤い指標び見えます）、その間シャッターび 
作動を続け、元に戻すとシャッターび開じて撮影び終わります。 
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已. CONTAX マウントアダプター NAM-1 



CONTAX N1に CONTAX 目4已システムのレンズを使用でさるアダプターで 
す。N1の フォー カス -A •目 ’C モードを除いて使用できます。 

♦当社 TLA 360スト□ボ使用時、：欠のレンズはスト□ボにセットされる焦点距離び変わ 
りますび、配光特性上の問題はありません。 


使用レンズ 

スト□ボセット 

①デイスタゴン T* 4巳 mm F2.8 

已 0mm 

霞プラナー T* 80mm F2 

8已 mm 


〈マウントアダプターとレンズの取り付けかた〉 

1. マウントアダプターのボディ取0付け指標①をカメラのレンズ指標®に合わ 
せてはめ込み、矢印方向に回して取り付けます。 

2. レンズの指標（赤色）③をアダプターのレンズ取り付け指標®に合わせ、矢 
印方向に回して取0付けます。 

〈取り外しかた〉 

1. レンズを取0がすと走は、マウントアダプターの取り外しボタンを矢印方向 
愈にスライドさせたまま、反時計方向愈に回して取りがします。 

2. マウントアダプターを取0がすとさは、カメラのレンズの取り外しボタンを 
押しなび5マウントアダプターを反時計方向に回して取りかします。 
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巨.フォーカシングスクリーン FX タイプ 



FX-1 FX-2 FX-3 


N1用の フォー カシングスク U— ンは、 FX-1 〜 3の3種類び巧意されており、 
撮影目的や用途に応じて交換することびでをます。交換ち法は次ページをご覧 
ください。（フォーカスフレームはフォーカシングスク U- ン上には刻印され 
てお0ません。） 

♦フォーカシングスク U —ンは高精度に仕上げられておりますので、絶対に手で細れない 
で < ださい。 

❖ FX-1 (水平スプリット式） 

中央のスプリット部、周辺のマット部の2つの部分でピントを含わせることび 
でをます。 

❖ FX-2 (全面マット式） 

標準装備品。全面をマット状にしたスクリーンで一般撮影に適しています。 

❖ FX-3 (方眼マット式） 

全面マット式に方眼を入れたスク U —ンです。複写など厳密に構図を決定ずる 
とさに適していまず。 

❖ FX-1 を使用するとさは、測光補正び必要です。カスタム機能を" ] 日 -1" にセットして 
ください。 （P7 已） 
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〈フォーカシングスクリーンの交換の 
しかた> 

※各スク U —ンには、交換巧のピンセ 
ットび付属しています。必ず付属のピ 
ンセットをご使用ください。 

スク U —ンの交換は、次のよラにして 
交換してくださし、。 

1. スクリーンの取りはずし 

1 レンズを巧りはずしてか5カメラの 
スクリーン交換つめを指の巧など 
で軽く巧しまず。 

スク U — ンび枠ごと下び0ますから、 
静かにおろしてくださし、。 


2 スクリーンの突起35をスクリーンに 
付属のピンセツトではさんで巧り 
出しまず。 


3 取り出したスクリーンは、ケースの 
溝に立てておくとミちれや傷を付け 
るむ配がありません。 
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2. スクリーンの取り付け 

4 取り付けるスクリーンの突起部をピ 
ンセットではをみ、下がつている巧 
巧に入れまず。次に巧の突起部（交換 
つめ）をピンセットでカチッと止まる 
巧まで静かに巧し上げてくだをい。 
最後に指で軽く押し、確実に入ってい 
るか確認してくださし、。 

これで取0付けは完了です。 

♦フオーカシングスク U- ンの交換は必ず専 
用のピンセットを使巧し、ミラー面、およ 
びスクリーンに傷や指紋を付けないよラに 
注意してください。 

♦スク U —ンにごみび付いたと志は、ブ□ワ 
一で吹さ廉ばすか、柔らかいレンズ刷毛で 
軽く化ってください。 

♦取り付けかたび不完全ですと撮影中にスク 
U —ンびはずれて破損したり、レンズの着 
脱びでさな<なることびあります。このと 
をは、専門的な処置を必要としますので最 
寄りのサービスステーションにお持ちくだ 
さい。 

♦使わないスクリーンは、スク U —ンケース 
内の図解に従って収納しておいてくださ 
し、。 
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. フレックスケース C -8 



ケース先端を伸縮させることによ0、データバック D-1 日を装着したN1に、 
じ(下のカールツァイス T * レンズを装着したまま収納することがでさます。 


ケースの伸縮げ態 

収納可能レンズ 

(フィルタ ー1 枚、レンズキャップ付） 

縮めた状態 

P50/1.4 (N マウント） 
VS24-8 己 CN マウント） 

P80/2 (64 已マウント） 

伸ばした状態 

MP100 (N マウント） 
VS70-300 CN マウント） 

D4 己/ 2.8 (64 己マウント） 

S140/2.8 (64 巳マウント） 
AMP 120/4 (64 已マウント） 


* 日4已マウントレンスはマウントアダフター NAM-1 併用 
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まな仕樣 


型式 ： 3已 mm フォーカルプレン式冉 F / AE - 眼レフカメラ 

画面サイズ ： 24 x 3 巨 mm 

レンズマウント：コンタックス N マウント 

シャツターお式：縦走行フオーカルプレンシヤツター 


シヤツ ター スピード： 


シンク□接点 


セルフタイマー 
シャツ ターレリ 
露出制御 


ズ 


測光方式 
測光連動辭囲 
(旧01001 F1.4) 


評価測光 
中央重点平均測光 
スポット測光 

フィルム感度連動節囲 

マ 


Av、P : 32秒〜]/8000秒 

Tv、M ;シャッターダイヤル設定... .4 砂〜]/8000砂 
Tv、M ;コマンドダイヤル設定…. 32砂〜]/800日秒 
日 ：バルプ 

X :1/12己砂 

X 接点 （1/2 日日砂し U 下で同調） 

ダイレクト接点、およびシンク□ターミナル付を 
電子式、作動時間2秒、10砂 
電子レ U —ズ方式、専用ケーブルスイッチソケット付 
①絞り優先オート霞シャッター優先オート③プ□グラムオート 
CD マニュアル露出⑥ TTL オートスト□ボ 
TTL 評価測光/中央重点平均測光/スポット測光切り誓え式 
: EV 0-21 
: EV 0-21 
: EV 3-21 

DX コードによる自動設定時..'. IS 02 己〜已〇00 
:ュアル設定時..'.侶0已〜已400 


AE □ック ：像面光量記憶方式 

露出補正 ： +2 EV 〜 一2 EV (1/3 または1/2ステップで設定可能） 

露出の A ’ B’C 機構：露出の AB . C レバーの設定による露出補正 


補正幅+ 日. 3 EV /+ 0.5 EV /+ 1 EV 
スト□ボ調光連動方式： TTL ダイレクト調光方式 

スト□ボ同調 ：専巧スト□ボの充電完了によりシャッタースピード自動切り替え 
スト□ボオートセット機能：スト□ボオートセット機能付を当社スト□ボと組み合わせる 
ことにぶ0可能 

後幕シンク □ :後幕シンク□機能のある当社スト□ボと組み合わせることにより可能 

測距方式 ：日点 TTL 位相差検出方式 

フォーカス - A . B.C 機構： フォー カスダイヤル設定による自動 フォー カス補正機能 
ファインダー :ペンタプ I 」ズム使用のアイレベル型（□ングアイポイント式） 

. 視野率---- 9日％ . 倍率---- 0.73倍 
(己 0 mm 標準レンズ無限違、視度一]□のとき） 

アイ ピースシャッター 付 

視度補正 ：視度捕正機構巧蔵、補正範囲 一3□〜+1 D 
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画醒誦が 画醒誦醒画 

、* .ス ミ ぶ^^^^^^^^^^^^^^^^ 


I . 

<||UM|^ W|ff . 


フォーカシングスクリーン：全面 マッ ト式を標準装備 
スク U —ン交換可能 （ FX タイプ） 

ファインダー内表示：フオーカスフレーム、露出の冉.巨 .C マーク、フオーカス- A B C マ 
-ク、フィルムカウンター/セルフタイマー時間/露出の A •日 - C 、 
フォーカス-冉.日 . C 撮影順序/を重露出枚数/フィルム装着状況、測 
光マーク、スト□ボマーク、フォーカス表示、絞り値、シャッタース 
ピード、露出メーター/露出補正値/測光差、露出補正マーク、マニ 
ュアル露出マーク 

表示パネル ：フィルムカウンター/セルフタイマー時間/露出の冉.日. C 、 フ オー 

カ ス - A - B • C 撮影順序/を重露出枚数/ ノ 0レブ時間/フィルム装着状 
況、フ ォーカ スフレーム選択表示、露出補正値、 シャッター スピー 
ド/フィルム感度/カスタムファンクシヨン、 DX / 侶0マーク、絞り 
値、 CF マーク、電池マーク、セルフタイマー (2 砂10秒）マーク、 
連続撮影マーク、]コマ撮影マーク、多重露出撮影マーク 
フィルム装填 ：オート□ーディング式 

フィルムカウンター "or までの空送り機構付さ 
フィルム卷走上げ：内蔵モーターによる自動巻き上げ 

フィルム巻き戻し：内蔵モーターによる自動巻き戻し、巻を戻し體は自動停止、途中巻さ 
戻し可能 

ドライブモード： ] コマ、連続、セルフタイマー2秒、10砂 
きき上げ速度 :連続撮影 （" C " モード）最高約3.已コマ/秒 

诗斤品電池使巧、常温、当社撮影基準による） 

フィルムカウンター：表示パネル、ファインダー内とち自動復元順算式 
アクセサリーシュ ー ：ダイレクト X 接点 （ TLA スト□ボ連動接点付） 

カスタム機能 ： P 7 巨カスタム機能一覧表参照 

裏ぶた ：裏ぶた開放ノブによる開閉式、着脱巧能、フィルム確認窓付 

電源 ： 6\/リチウム電泡に CR 日）1個使用 

バッテリーチ王ック：自動チ王ック式、表示パネルに表示 

フィルム撮影本数：常温 （+20 で）で約20本、低温 （一10 で）で約己本 

(36 枚撮りフィルム、新品電池使用、ドライブモード " S "、 バリオ- 
ゾナ ー T * 24-8 巳 mm を装着し、]コマ毎に無限遠から至近まで] 
往復させ、1回レリーズ後1巨秒間放置。同じ動作を繰り返し実施） 

:常温 （+2 曰で）で約已〇本、低温（一] 0で）で約] 0本 
(36 枚撮りフィルム、新品電池使用、ドライブモード " S "、 バリオ- 
ゾナ ー T * 24-8 日 mm を装着し、]コマ毎に無限違から至近まで] 
往復させ、1回レリーズ後4秒間放置。同じ動作を繰り返し実施） 
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その他 ：露出チェックボタン、絞り込みボタン、冉 F 補助光付 

ホち、 質量 ：]已2 (幅） X 116.己搞さ） X 巨目（契行き ） mm 

79已邑（電池別） 

※仕様-外観の一部を予告なく変更することびありますのでご了承ください。 

本製品の機能をフルに活巧していただくためにち、交換レンズ、およびアクセサ U —類 
は当社製品のご使用をおすすめしまず。コンタックス用として市販されている他社商品 
を使巧して生じた事故や故障については、当社では保証いたしかねます。 
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